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　ある晴れた日の午後。

　ブランシェットは机の上に置いてある籐のバスケットを手に取ると、暖炉の前で薪をくべる兄のエドガーに声をかけた。

　籐のバスケットは、エドガーが城下町での買い出しのときに、ブランシェットへの土産として買ってきてくれた異国の高級品だ。

「エドガーお兄様。今から森の小道に行ってくるね」

　エドガーは、くべきれなかった薪を手に持ち立ち上がった。

　今年は例年に比べ、寒波が早めに訪れた。秋だというのに肌寒い日が続くため、エドガーが毎朝薪を割り、暖炉の用意をしてくれる。

　柔らかな黒髪がさらりと揺れた。彼は髪と同じ色の目を緩ませ、ブランシェットに向かって優しく微笑んだ。

「小道の奥に何かあったか？」

　エドガーは暖炉の横に薪を並べると、そう問いかけてきた。

「昨日散歩中に、木苺がたくさん実っているのを見つけたの。それを摘んでジャムにしたいわ」

　エドガーは、手についた木くずをパンパンと両手を叩いて払い落とす。

　そしてクローゼットから赤いフード付きマントを取り出して、ブランシェットの肩にふわりとかけた。

　木苺と同じくらい赤いマントのフードを、頭からすっぽりとかぶせる。それは背中あたりまでの長さで、ふちにふわふわの白いファーが縫いつけられていた。

　エドガーが、マントのリボンをブランシェットの顎あたりで結び、胸元についている可愛い木製の包みボタンを留める。

　花模様の刺繍が入った白ブラウス、赤い膝丈までのふんわりパニエが広がったドレスに、フリルのついた白いエプロン。ウエストには紐をクロスに結んだコルセット。

　白いニーハイストッキングに赤いファーブーツで、出かける準備は万端だ。

　エドガーは白いシンプルな洗いざらしのシャツに、ウエストシェイプされた黒のロングジレ、濃紫色のブリーチズに黒の編み上げブーツという軽装だが、なぜかクローゼットから黒いコートを取り出した。

「おれも一緒に行こう。ブランシェひとりじゃ危険だ」

　羽織りながらそう言うので、ブランシェットは唇を尖らし、拗ねた顔を向ける。

「エドガーお兄様ったら……。相変わらず過保護なんだから。もうブランシェットは十八歳になったのよ。ひとりで森の奥くらい行けるわ」

「駄目だ。何度も説明しただろう？　この周囲にある森は……」

「危険な生き物がいるのでしょ？　エドガーお兄様から教えてもらったから知っているわ」

「わかっているのならいい。一緒に行こう」

「ブランシェットは子どもじゃないのに……」

　これまでも何度かそう訴えたが、いつでもエドガーは却下する。

　彼が言うには、ブランシェットとエドガーが住む古城を取り巻く森には、おそろしい妖魔や悪霊がいるらしい。

　エドガーはこれまで何度もそれらに遭遇し、危険にさらされたとのこと。

　小さい頃から寝物語に、人間を頭からボリボリと食らう美しい外見を持った妖魔や、森の旅人を怖がらせて命を奪う悪霊の話を聞いた。

　エドガーの話にはリアリティがあり、寝るどころか逆に目が冴えてしまう。

　ひとりでいるのが怖くて、一緒のベッドで寝てくれとエドガーに泣いて頼んだこともある。

　そのたびエドガーは優しく額にキスをしてくれ、ブランシェットの滑らかなストロベリーブロンドの髪を撫でて寝かしつけてくれた。

　だがブランシェット自身は、妖魔も悪霊もこのあたりで見たことがない。きっと森にはいないのだろうと推測している。

　エドガーが嘘をついているとは思っていない。ただ危険な生物に遭遇する確率が低いのに、そう過保護になられては息が詰まる。

「エドガーお兄様。ブランシェットは子ども扱いされると傷つくの」

　そんなとき、エドガーは必ずこう口にした。

「わかっているよ。ブランシェは子どもじゃない。でもおれは可愛い妹が心配だ。外には怖いものがたくさんあるから」

　ブランシェットを子どもの頃の愛称「ブランシェ」と呼ぶ時点で、子ども扱いしているような気がする。

　とはいえ、大好きなエドガーと一緒に森を散策するのは楽しい。ブランシェットはこれ以上反抗せず、彼と一緒に城壁を出て森の小道へと向かった。

　ブランシェットとエドガーが暮らすのは、森奥深くに佇むこぢんまりとした古城。

　いつ建てられたかわからないし、そもそもどうして森の奥深くに建っているのかもわからない。

　ただ物心ついたときから、ブランシェットは兄エドガーとふたりでここに暮らしていた。

　六歳年上の兄エドガーは物知りで、木苺がたわわに実る小道の奥へ行く道中、珍しい薬草の名前や効能を教えてくれる。

「ブランシェ。これは肉料理の臭み消しに使える。香りがいいからエキスを抽出すれば、アロマオイルにもなるぞ」

「珍しいな、こんなところにワームウッドだ。葉を乾燥すれば止血剤に使えるし、このままでも毒消しになる。採取して持ち帰ろう。街で高く売れる」

「この間雷で倒れた木の陰に、たくさんキノコが生えているな。やはり落雷がキノコの発生を促進させるというのは正しい説か……」

　そんなこんなでブランシェットのバスケットは、薬草や香草、キノコでいっぱいになってしまう。

「重くなったな。おれが持とう」

　エドガーが手を差し出し、ブランシェットからバスケットを受け取る。

「ありがとう。エドガーお兄様」

　それほど重いわけではなかったが、エドガーの心遣いにブランシェットの心がふわりと温かくなる。

　ブランシェットは、そんな兄のエドガーが自慢だ。

　背も高く筋肉質な体つき。くっきりとした綺麗な眉に、涼しげな目元。高い鼻梁に厚みのある唇。

　頬が少し骨っぽいところも男らしくて、とてもハンサムだ。

　知識も豊富だし、読み書き計算も彼が教えてくれた。

　ブランシェットはエドガー以外の男性を見たことがない。しかし本や図鑑に出てくる男性よりも百倍魅力的だと思っている。

　そんな彼が兄であることが本当に嬉しい。それに過剰なくらいの愛をブランシェットに注いでくれる。

　だが両親のことだけは、いくら問うても教えてはくれなかった。

　ブランシェットは両親の顔を知らない。

　生まれてすぐに亡くなったというが、どんなひとたちだったのか、どうして死んだのか、いくら聞いてもエドガーは教えてくれなかった。

　何年前か忘れたが、両親の愛に包まれる子熊の絵本を読んだあとのこと。

　どうしても親から受ける愛情というものが知りたくて、泣きじゃくりながら父母のことをエドガーに言及したことがある。

　するとエドガーが、両親は言葉にするのもはばかるような死に方をしたと、悲しそうに零した。

「ブランシェットは、おれが幸せにする。だから……もう両親のことは訊かないでくれ」

　悲壮な声と眼差しでそう返され、それ以降ブランシェットは両親について語ることをやめた。

　大好きなエドガーを困らせたくないし、亡くなったひとたちのことを詮索しても意味はない。

　エドガーはブランシェットのために、かいがいしく世話をしてくれた。言葉どおりブランシェットを幸せにしてくれている。

　そのせいか古城でふたり暮らしていても、寂しいと感じたことはない。

　ブランシェットはエドガーとふたりでも、楽しく暮らしていた。

　エドガーと連れ立って歩く緑豊かな森は、木々の葉がそよ風にさわさわと揺らぎ、燦々と木漏れ日が差し込んで幻想的な様相となっていた。

　足元に広がる絨毯のような苔は色鮮やかに光っているし、時々姿を見せるリスたちはどんぐりを手に持ち木株の上で歯を立てている。

　こんなに美しい森なのに、どうしてエドガーはひとりで出て行ってはいけないというのだろう。それでなくても、生活の基本は自給自足だというのに。

　ふたりは木の実を採りに行ったり、野菜を育てて収穫したりして日々の糧を調達している。

　あちこち修繕が必要な古城はエドガーがまめに手を入れるので、不自由な点はそれほどない。

　だがそれ以外のもの……服や鉄製品はエドガーが一か月に一回、街へと買い物に行って購入する。

　ブランシェットはそれに同行したかったが、いつもエドガーに留守番を言いつけられていた。

「エドガーお兄様。そういえば間もなく町へ行く日ね。今度こそはブランシェットも……」

「あっ！　ブランシェ！　見てごらん！　珍しい蝶だ」

　エドガーが指さした先に、色鮮やかな蝶がヒラヒラと舞っていた。黄色とオレンジが交じり合う珍しい色に、ブランシェットの気がそちらに向く。

「本当！　綺麗！　捕まえたいわ」

「駄目だよ。ブランシェ。きっと捕まえて籠に入れたら、すぐに死んでしまう。自由にさせてあげるほうがいい」

「そう……残念」

　意気消沈するブランシェットの肩を、エドガーが優しく抱きしめる。

「また見にこよう。散歩したら綺麗な蝶がいっぱい見られるよ」

「そうね。エドガーお兄様。ジャムがなくなったら木苺摘みにお付き合いしてくれる？」

　ブランシェットが甘えた声でそう問うと、自慢の兄がにっこりと笑った。

「もちろん。ブランシェが望むなら」

　エドガーはブランシェットを守るように、その華奢な身体を抱きしめた。










　バスケットいっぱいの薬草やキノコ、そして木苺を採って古城に戻る頃。

　空は夕焼けのオレンジ色を押しのけ、闇に近い群青色になっていた。丸くなりかけの月がぽっかりと浮かび、淡い黄金色の光を放っている。

「遅くなってしまったわ」

　いつも外出するときは、日が暮れるまでに必ず帰宅していたのに。

　今日は珍しい薬草をたくさん見つけたので、収穫に精を出してしまった。

「そう……だな。急いで……戻ろう」

　エドガーの声が低くなり、少しだけ掠れている。

　どうしたのだろうと彼を見たら、顔色が真っ青になっていた。

　先ほどまで楽しく小道を散歩していたのに。急変したエドガーにブランシェットは狼狽える。

「エドガーお兄様？　どうしたの？」

「なんでもない。心配する必要はないよ。ちょっと疲れただけだから」

「どこかに座って休む？　ちょうどいいところに岩があるわ。あそこに……」

「いや。駄目だ。早く戻ろう」

「え……でも……」

「月が昇りきる前に……城に戻ったほうがいい」

　ブランシェットは空を見上げる。確かに月は見えるが、それがどうしたというのだろう。

　よそ見している間にもエドガーは早足で歩いていく。体調がよくないのに、そんなに急いで大丈夫なのだろうか。

　ブランシェットは小走りで追いかける。だがエドガーの歩みが早くて追いつけない。

　外灯もない森の小道。明かりは月だけという状態で、エドガーを見失いそうになる。

「エドガーお兄様っ……」

　風に流されたグレーの雲が黄色い月を隠してしまったら、一寸先も闇になる。ブランシェットは不安のあまり泣き出してしまった。

「エドガーお兄様ぁ！　ブランシェットを置いていかないでっ……！　うぇ……んんっ……」

　視界の悪い中、走り出した途端に太い木の根に足を取られ、見事に転倒してしまう。

　枯れ葉や苔がブランシェットの身体を受け止めてくれたが、全身が痛くて起き上がれない。

　どこかでフクロウがホーホーと鳴いた。一陣の風が吹き、目の前で枯れ葉が渦を巻く。

「ふっ……ふぇぇ……ん……。エドガーお兄様……」

　枯れ葉を踏むひとの足音がし、ブランシェットはもう恐怖で心がいっぱいになる。

「よ、妖魔……悪霊……」

　もしかしたらそれらは、陽光が降り注ぐ昼には出てこないだけで、夜になればひとを襲うために森を徘徊するのかもしれない。

　ブランシェットは泣くことすらできなくなった。怖くて不安で、全身が硬直してしまう。

　倒れ込んだまま、首を捻って左右を見渡す。カサカサと音はするが、ひとの姿は見えない。

　突然バサバサッと枯れ葉をまき散らす大きな音がして、ブランシェットは悲鳴を上げた。

　手で頭を押さえて、地面に突っ伏す。

「きゃあああぁぁっ……！」

　ブランシェットの頭に何かが触れた。身を竦めていると、頭上から低くて優しい声が降ってくる。

「ブランシェ。すまない。振り向いたら姿が見えなかったので、急いで戻ってきた」

「エ、エドガーお兄様……」

　おもむろに見上げるとエドガーの肩越しに、あともう少しで満月という月が見えた。

「立ち上がれるか？」

　エドガーが大きな手を差し出してくる。手を伸ばそうとしたが、腰が抜けて思いどおりに動かない。

「ふぅ……ぅぅ……」

　ぼろぼろと青い目から涙を流し、全身を小刻みに震わせていると、エドガーは手に持つバスケットを地面に置き両手を差し出してきた。

　脇下を持ち上げ、立ち上がらせてくれる。しかし、まだ足がガクガクと震えてうまく歩けない。

「エドガーお兄様ぁ……。もう置いていかないで。怖いよぅ……」

「ごめん。ごめんね、ブランシェ。歩けるか？」

「む、無理ぃ……」

　エドガーがバスケットをブランシェットに預けると、すいと横向きに抱き上げた。

「エドガーお兄様……」

　エドガーはまるで軽い荷物を持つかのように、ブランシェットを抱えたまま普通に歩く。

「悪かった。急いで城に戻りたくて焦ってしまった。怖い思いをさせたな。雲が月を隠している間に早く戻ろう」

「エドガーお兄様……。何をそんなに急いでいたの？」

　彼を見上げながらそう問うてみる。エドガーは苦笑すると、ブランシェットの額に唇を寄せてきた。

　慰めるようなキスをされ、意識がそっちに行ってしまう。彼の唇が触れた部分が、すごく熱い。

　ごまかされたと気がついたのは古城に到着した頃だが、もう追及する気は失せていた。

　リビングのソファにそっと下ろされる。

　ブランシェットはエドガーに何か異変がないか気になって、じっと凝視した。

「どうした？　ブランシェ」

　どこからどう見ても、いつものエドガーだ。どうして謎の行動を取ったのだろう。

「ケガをしているね。ちょっと待っていて。薬箱を取ってくるから」

　見ると、膝が少し擦り剥けていた。だがもう血は止まっているし、大袈裟にする必要はない。

「大丈夫、これくらい」

「駄目だ。傷跡が残ったらどうする」

　エドガーは引き出しから木箱を取り出し、サイドテーブルの上に置くと蓋を開けた。

　そこにはエドガー特製の傷薬が多数収めされている。

「そうだ。今日摘んだばかりのワームウッドを使おう。乾燥させてないが、よく揉んで患部に当てれば消毒になる」

　エドガーがタオルを濡らして、傷口の周囲についた土や汚れをふき取る。

　そのさい患部にタオルがあたり、ブランシェットは鋭い痛みに身を竦めた。

「ブランシェ……痛いか？」

　ソファに座るブランシェットの前に膝をついて、傷口を申し訳なさそうに見るエドガーに、ブランシェットの胸がドクンと高鳴る。

　まるで姫に忠誠を誓う騎士みたいな体勢だ。

　兄相手に、よこしまな感情を持った自分に驚き、恥ずかしさが心に渦巻く。

「だ、大丈夫……」

　足を引こうとしたら、エドガーが強い力でブランシェットの太ももを掴んだ。

　めくれあがったスカートが恥ずかしくて、慌てて手で押さえる。彼は気にした様子もなく、そのまま膝に顔を近づけた。

「エドガーお兄様っ……」

　ピチャリ。エドガーの長い舌がブランシェットの傷口を舐める。

　そこからピリピリとした微弱な電流が伝わり、ブランシェットの腰まで響いてきた。

　エドガーが膝に顔を寄せたまま傷口にピチャピチャと舌を当て続けるから、ブランシェットは羞恥で頭がいっぱいになる。

　そんなエドガーを見下ろしていると、胸の奥がきゅんと痛くなった。じわりと両足の奥から何かが溢れてくる。

「ふ……」

　鼻から甘い吐息を漏らすと、エドガーが舌を伸ばしたまま目線だけを向けてきた。

　嬉しそうににっこり笑うと、ちゅっと可愛い音を立てて傷口にキスをする。

「ブランシェ、気持ちいいの？」

　難しい問いにブランシェットは瞼をぎゅっと伏せ、左右に顔を振る。

　エドガーの言うとおり、膝を舐められると気持ちがいい。肌が敏感に粟立ち、ゾクゾクとした愉悦がこみ上げてくる。

　理由はわからないが、下腹の少し下あたりがムズムズとする。

　軽い尿意に、急いでその場を離れなければと立ち上がろうとした。

　だがエドガーは屈強な力で太ももを押さえ、ブランシェットの膝に唇を這わしている。

　その行為がとても淫靡なものに思え、もっと身体が疼いてしまった。

　両足の奥からじわりと何かが染みてくる。まるで子どもの粗相みたいだ。

　ショーツが濡れていると知られる前に、エドガーから離れないといけない。

「エ、エドガーお兄様……。もう大丈夫。離れて……」

　震える唇でそう呟くと、やっとエドガーは膝から顔を離してくれた。

　首を傾げ、焦慮で足をもじもじとするブランシェットに不思議そうな目を向ける。

「どうしたんだ？　ブランシェ」

「え……」

　エドガーはにっこりと笑うと、何食わぬ表情でブランシェットを見返す。

「昔からケガをしたらおれが舐めてやっただろう？　なぜそんな妙な顔をしているんだ」

　確かに幼かった頃は、ブランシェットがケガをしたら、すぐにエドガーが舐めてくれた。

　なぜかはわからないが、彼が傷を舐めるとすぐに治ってしまう。今も膝の傷は塞がりつつある。

「あ……うん。だけど…大丈夫だから……」

　エドガーに手首を掴まれた。

「ブランシェ……」

　彼が立ち上がると、ブランシェットの顔をのぞき込む。

「エ、エドガーお兄様……？」

「身体がおかしいのか？」

　真面目な顔でそう問われ、ブランシェットの顔が真っ赤に染まる。

　身体の内側に熱が籠もっているような異変を、エドガーに悟られてしまった。

　濫りがましい気持ちになってしまったことに気恥ずかしさを感じたブランシェットは、否定するように顔を左右に振る。

「ブランシェ……。感じて……いるのか？」

　耳元で囁かれ、ぶわっと顔から火が出そうになる。ブランシェットは彼を押しのけるように立ち上がると、手近にあったバスケットを取り上げ投げつけた。

　エドガーはうまく手でバスケットを払いのけたが、摘んできた薬草もキノコも木苺も床に散乱する。

　籐の枝がエドガーの頬をかすり、一筋の血が流れた。

「いっ……！　ブランシェ、何をするんだ！」

「エドガーお兄様のバカッ！　大嫌い！」

　ブランシェットはそう叫ぶと、慌ててリビングから出て行った。

　背後でエドガーが何か言っているが、これっぽっちも耳に入ってこない。

　長い廊下の途中で、エドガーが追いかけてこないか確認するために振り向く。

　彼は追ってこなかった。ブランシェットはほっと安堵し、ゆっくりと階段を上り自室の扉を開ける。

　部屋に入った瞬間、扉伝いにへなへなと倒れ込んだ。

「あ……」

　ブランシェットは床に座り込むと、自らの指を両足の中に差し入れる。

　ショーツ越しに秘所を指で探ると、ぐっしょりとそこは濡れていた。淫猥な芳香が立ち上り、ブランシェットの鼻腔にまで届く。

「エドガーお兄様に……変な子と思われたらどうしよう……」

　もとはといえばエドガーが悪い。片足を持ち上げて、舌で何回も舐めるなんてこと、これまでにされたことがない。

　それも跪くなんて……。

　思い出しただけで、再び両足の間からじわりと何かが溢れてくる。

「やだ……。どうなっちゃったの？　身体が……熱い……」

　ブランシェットは耐えきれなくなり、ショーツの中に指を差し込み、媚肉を指先で擦り上げる。

「ふぅっ……んっ……」

　ぬちゅりと濡れた音がブランシェットの鼓膜に届く。瞼を伏せると、それがエドガーの舌が醸し出す音みたいに思えて、もっと指をうごめかした。

「ふぁっ……ぁあんっ……」

　砂糖菓子みたいに甘い声を出し、ブランシェットは自分の指に酔う。脳裏にエドガーの男らしい顔が浮かび上がった。

　自分で自分の陰部を慰めることなんて、かつてしたことがない。

　この行為の意味や名前すら知らないブランシェットは、兄であるエドガーの気持ちいい舌を思い出して指を動かした。

『ブランシェ……痛いか？』

　エドガーの心配げな表情、思いやりを含んだ声。

　それらを脳内で再現するだけで、下腹の奥がムズムズとする。

『感じているのか？』

　ドクンッと身体の奥から、何かが溢れ出る。頭は真っ白になり、全身から力が抜けた。

　しっとりと濡れた指に、愛蜜が絡みつく。ブランシェットには、それが何かは理解できないし、自分のやったこともわからないままだ。

　だが心の奥底、本能の部分ではわかっていた。

　この行為が濫りがましく、淫らな気持ちになったときにやってしまうということを。

　エドガーの舌が肌に触れ、こんな気持ちになってしまったことにブランシェットは背徳を感じ、自己嫌悪に陥ってしまう。

「やだ……。エドガーお兄様を思って……こんな……」

　自分の思いをなんとか胸の奥底へと押し返す。

　ふしだらな心がやましくて、ブランシェットはしばらくそこから動けなかった。










　翌朝。明け方まで悶々として眠れず、ようやくうつらうつらしかけた頃。

　コンコンというノック音がして、ブランシェットはもそもそと半身を起こす。

「ブランシェ。昨夜言えなかったけど、おれは今日から街へ行くから留守番頼む」

　エドガーは三週間ごとに、城下町へ行く。

　そのさい二、三日は街で宿泊するので、ブランシェットはひとり古城で留守番をしなければならない。

　買い出しや情報収集が目的で、実際エドガーはそのたびブランシェットのドレスや靴、アクセサリー類を購入してくる。

　鉄製品や、森では採取できない薬なども手にして帰ってくるので、街へ行くという行為が必要不可欠であることは理解していた。

　だが留守番は少々……いや、かなり寂しい。

　幼い頃は、荷物が多く足手まといだからという彼の言葉を信じたが、ブランシェットも手伝えるくらいに成長した。

　ここ数年は、一緒に連れて行ってほしいと何回もねだっている。

　だがエドガーは、必ずその願いを却下した。理由は「街は危険だから駄目」というものだ。

　次こそは同行させてくれと、頼むつもりだったのに。気まずいことがあった翌日に行くなんて、エドガーは意地悪だ。

「おれのいない間、けして古城から出てはいけないよ。木苺摘みも駄目だ。数日で戻ってくるからそれまで待っていてくれ。言いつけを破ったりしたら駄目だぞ」

　たとえ二、三日でも、エドガーに会えないのは辛い。でも彼の顔を見るのは恥ずかしい。

　ブランシェットは無言でシーツに潜り込み、狸寝入りを決め込んだ。

　するとエドガーが諦めたように扉の前から離れた。階段を下りる足音が、微かに聞こえる。

「エドガーお兄様……」

　音を立てないようにそっとベッドから下りると、窓へと向かう。カーテンを少しだけ引いて、エドガーを見送ろうと外を見た。

　黒のロングコートを着たエドガーが、大きな鞄を持って門を出て行こうとしている。

　彼が小道をまっすぐに歩いていく。

　意地を張って部屋から出なかったことを後悔する。

「連れて行って」が却下されるのだとしても、せめて「いってらっしゃい」くらいは言いたかった。

　小さくなる後ろ姿を微動だにせず見つめていたら、突然エドガーが振り向いた。

　そして大きく手を振り、再び背を向け行ってしまった。

「エドガーお兄様……」

　昨晩のことを謝ることができないまま離れることになってしまい、ブランシェットは地の底まで落ち込みそうになる。

　睡眠時間は少なかったが、ブランシェットは二度寝をやめて着替えることにした。

　クローゼットを開けると、そこにはフリルやレース、そしてリボンだらけの赤いドレスが何着も並んでいる。

　フリルたっぷりのブラウスと赤いドレス。赤のチェック柄エプロンを取り出し、手早く着替えた。

　白のニーハイストッキングに赤いファーのついたブーツを履く。

　ひとりっきりの寂しい古城生活だが、あまり心細い気持ちでいては子どもっぽいような気がする。

　それにエドガーは数日で帰ってくるのだ。そうそう寂しがってもいられない。

　ブランシェットは台所に立つと、小麦粉をふるい、少量の砂糖と塩、そして湯を一緒に混ぜ、捏ねて丸めた。

　あらかじめ温めておいた薪オーブン用の鉄板に丸めた生地を置いて、火加減を調節して焼き上げる。

　それから卵をふたつボウルに割り入れ、フォークでかき混ぜ、バターを引いたフライパンに流し込んだ。

　ちょっと形は悪いがプレーンオムレツを作り、輪切りにしたトマトも残りのバターで焼く。

　それらを皿に盛った頃、薪オーブンから香ばしい香りが漂ってくる。

　鍋つかみを使って取り出すと、丸めた生地はふんわりパンに仕上がっていた。

　焼きたてのパンをプレートに載せ、オムレツと焼きトマトの皿を両手に持ち、テーブルに置いて椅子に腰かける。

「いただきます」

　エドガーが帰ってくるまで、ひとりきりの食卓。慣れてはいるが、寂しいことに変わりはない。

　熱々のパンをちぎり、フーフーと冷ましてから口に放り込む。もぐもぐしながら、エドガーが戻ってくるまでどう過ごそうか考える。

「お掃除とお洗濯をしようかな。エドガーお兄様が疲れて帰ってきたとき、部屋が汚れていたり、洗濯物がたまっていたりしたら気分が悪いだろうし」

　ブランシェットは汚れた皿を洗うと、洗濯物を籠に入れて庭に出た。

　泉や川まで行かなくても、エントランスを出たところに井戸がある。そこで洗濯をして日当たりのいい場所に干した。

　掃除は、それぞれが使う部屋だけにする。古城は広すぎて、なかなか細かいところまで行き届かない。

　それでも午前中にはすべて終わってしまった。途端に寂寥感に襲われ、ブランシェットは昼食を食べる気分にならなかった。

　そんなとき、戸棚の中に置かれたクッキーとメモを見つけた。

『可愛いブランシェ。昨日の夜は悪かった。変な意味じゃないから安心してほしい。おれが街に買い出しに行っている間、絶対に城壁から出るんじゃないぞ。外は危険だ。土産を買って帰る』

　昨晩あれから焼いてくれたのだろうか。

　葉っぱの形に抜いたクッキーをひとつ摘まんで、唇にあてる。ほのかにメープルの香りがした。

「エドガーお兄様ったら……」

　歯でカシュッとクッキーを折ると、口腔内にふわりと甘い味が広がった。

　エドガーはいつまでもブランシェットを子ども扱いする。

　手紙の文面ですら「ブランシェ」という愛称そのままで、きっと彼の目には女性として映っていないのだろう。

　自分だけがエドガーを男として認識してしまって、とても恥ずかしい。

　ブランシェットは膝の傷口に視線を落とした。血は止まり、傷口は塞がりかけている。

　いつもなら雑菌が入ってはいけないからと、エドガーが薬を塗って当て布で傷口を覆ってくれるのに。

　そう考えて慌てて首を振る。いつまでも子どもじゃないのだから、自分のことは自分ですることにしよう。

　ブランシェットは昨日摘んできたワームウッドを探したが、どこにも見当たらなかった。

　そういえば、街に売りに行くとエドガーが口にしていたような気がする。

「エドガーお兄様が作るワームウッドの傷薬、とてもよく効くもの」

　ブランシェットは昨日エドガーと一緒に歩いた小道に、もっとワームウッドがあったことを思い出す。

「城壁から出てはいけないといわれているけど……あの距離くらいなら問題ないわね。摘みに行こう。エドガーお兄様、喜ぶわ」

　ブランシェットは自室に戻ると、赤いフード付きマントを取り出し肩に羽織る。

　それからバスケットを手に持ち、古城をあとにした。

　道は覚えているし、まだ太陽は天高くにある。

　結局のところ、森に妖魔も悪霊もいなかった。きっと今日だって、いないに決まっている。
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　ブランシェットは森の小道をひとり歩く。

　ワームウッドをバスケットの半分くらい満たし、あとは保存用のジャムを作りたいから木苺を摘むことにした。

　キノコは、エドガーが一緒にいるときにしか採取してはならないと強く言われている。

　外見だけでは毒があるかどうか判別しにくいらしい。ブランシェットはキノコの知識がそれほどないので、そこはエドガーの指示どおりにしていた。

「今日も森は綺麗。いい天気だし、緑も気持ちいいわ」

　夜遅くまで、森の奥をうろつかなければ問題ないだろう。

　エドガーが帰宅したとき、たっぷりのワームウッドを用意しておいたら、反対にブランシェットを大人だと認めてくれる可能性だってある。

　次からは一緒に街へ連れて行ってくれるかもしれないし、ひとりで森へ行く許可もくれるかもしれない。

　そんな妄想を膨らませながら、摘んだ木苺をバスケットに詰める。ルビー色をした艶々の木苺はとても美味しそうで、ブランシェットは時々口に放り込んだ。

　でも不思議。ひとりだと、こんなに甘い木苺も少しだけ味気ない。

『ブランシェ。これ、すごく熟れている。あーんして？』

　いつもならエドガーがブランシェットの口に、美味しい実を放り込んでくれるのに。

　やはりひとりは寂しい。ブランシェットは早々に古城へ戻ることにした。

　あともう少しで城壁というところで、何者かが地面に倒れているのを発見した。

「え……ひ、ひと……？」

　銀色のつややかな髪を枯れ葉の上に波打たせ、黒いマントを身体中に巻きつけた誰かが、ひとり身体を丸めて横になっている。

　瞼を伏せていても、そのひとが美しいと見てとれた。

　ブランシェットは、ゆっくりと近づく。そっとその人物の横に立ち、しゃがみこんだ。

　顔をのぞき込むと思ったとおり秀麗な顔をしており、ブランシェットは「ふぁ……」と感嘆の声を上げる。

「誰……だ……」

　そのひとが絞り出すような声を漏らす。透明感のある声質だが、辛そうだし掠れていた。

　ブランシェットはというと、エドガー以外のひとと接するのは初めてなので、少しばかり困惑してしまっている。「誰」と問われても、なんと返していいのかわからない。

　返答を渋っていると、そのひとは弱々しく再び質問をした。

「妖魔か……？　それとも淫魔か。淫魔なら女性がありがたいのだがな……」

「ブランシェットは妖魔でも、その……淫魔というものでもないわ。人間よ」

「人間の女の子……？」

　そのひとは、瞼を開けブランシェットを見返してきた。

「翡翠ジェイドみたいな目の色……」

　以前エドガーが、お土産として翡翠のネックレスを買ってきてくれた。

　目前で倒れているそのひとの目は、そのときの翡翠みたいに綺麗な緑色をしている。

「翡翠だって……？　私的にはエメラルドくらいにきらびやかだと思っているがね」

　エメラルドという名を聞いたことはあるが、見たことのないブランシェットは首を傾げた。

　ただこのひとが、少々……いや、かなり自意識が高いということだけはわかった。

　美しいひとは弱々しいながらも、しっかりとした口調で話し始めた。

「私はシリウス。君は？」

「ブランシェットよ」

「ブランシェット……。可愛い名前だね。ところで……君以外に誰か近くにいるのかい？」

　ブランシェットは首を捻った。「いないわ。エドガーお兄様は城下町に買い出しに行って数日戻らないの」

「城下町に？　それは本当か？」

「ええ。ブランシェットは近くの城に今ひとりよ」

　訊かれたことを正直に返しただけなのに、美しいひとは自称エメラルドの目を見開いて、驚いたような面持ちをする。

「君……ブランシェットちゃん。正直すぎるよ。もし私が強盗とか人殺しだったらどうするんだい？」

「ブランシェット」

「え？」

「ブランシェットちゃんなんて、幼稚な呼び方はしないで。もうブランシェットは十八歳なの。子どもじゃないんだから」

「……自分で自分のことを名で呼ぶ段階で、幼いと思うのだが」

　そう返されブランシェットはムッとする。

　立ち上がると、地面に置いていたバスケットを取り上げた。

「心配したのに！　そんな憎まれ口を叩けるなら大丈夫ね。もう行くから！」

「あ、ちょっと待って……。いっ……つぅ……」

　美貌のシリウスが低く唸り、右肩を押さえる。

　ブランシェットはどうしたものかと気になり、足を止めた。

「どうしたの？」

「ちょっと……ケガをしてね。君のお兄さん、エドガーというのかい？　私の古い友人と同じ名だ。本当に城下町へ行ったのか？　あそこはもう貧民街になって数年経つ。国が戦争をやめない以上、復興はまだまだ先だろうね」

　貧民街と聞き、ブランシェットは驚きを隠せない。

「そんな……エドガーお兄様……。大丈夫かしら」

　シリウスはよろよろと起き上がると、長い銀糸のような髪についた枯れ葉を、気だるげに払いのけた。

　ブランシェットは彼に向かって訴える。

「ねえ、城下町へ戻るんだったらブランシェットも連れて行って。エドガーお兄様が心配だわ」

「駄目だ。そんな綺麗な身なりで街に行ったら、一秒で追いはぎにあう」

「でも……」

「買い出しというなら、もうちょっと遠い街だろう。この道の先にある城下町は、物を仕入れるにふさわしい場所ではないからな」

「遠い……街……」

　そう聞いたら、いてもたってもいられなくなる。

「そう心配するな。君の兄が私の知っているエドガーなら、追いはぎなど蹴散らすことができる。それに足も速い。貧民街を遠回りして別の街に行ったのだろう」

「……だといいけど」

「多分そうだ。これまでだって無事帰ってきたのだろう？」

　確かに城下町が貧民街になって数年というのなら、これまで何回も街へ買い出しに行っているエドガーが品物を手にして帰ってこられるわけがない。

　であればシリウスの言うとおり、迂回して別の街へ行っている可能性が高い。

　シリウスがブランシェットの肩にぽんと手を置いた。上目遣いで彼を見上げる。

　とても背の高いひとだ。エドガーと同じ、いやもうちょっと高い。

「とりあえず、どこか日陰の場所はないだろうか。太陽がまぶしすぎる」

　確かに快晴で太陽はまぶしいが、季節は秋だ。

　シリウスはまるで真夏のギラギラとした太陽を浴びているかのごとく汗を流し、憔悴した様子を見せる。

　腕のケガも気になった。倒れるくらいだから、きっと深いに違いない。

「手当をしてあげる。城に来て。すぐそこだから。歩ける？」

「それはありがたいな。頑張って歩くとしよう」

　ブランシェットはシリウスと一緒に森の小道を歩く。その道中、シリウスがこんなことを訊いてきた。

「ブランシェット。見ず知らずの男を自宅に招き入れて、危険だとは思わないのかい？」

「男……。あなたは男性なのね。エドガーお兄様と同じ」

「れっきとした男に見えると思うがね」

　シリウスがくすりと笑ったので、無知を晒してしまったかと慌てて言い訳を口にする。

「あなたが綺麗すぎるから判別つかなかったの」

「そうかい……。あとでゆっくりと、私が男だということを教えてあげようか？」

「嬉しい。楽しみにしているわ」

　ブランシェットはシリウスのその言葉が親切心からきたものだと考え、にっこり笑ってそう返した。

　するとシリウスが妖しい笑みを浮かべた。壮絶ともいえる美貌にブランシェットの心がざわめく。

　エドガー以外で初めて目にする秀麗な男性に、心が奪われていく。

　ブランシェットは心臓をドキドキと高鳴らせ、古城への道をシリウスとふたり歩いた。










　古城に到着すると、シリウスがほおっと感嘆した。

「古いが、堅牢でいい城だ。ここに君はお兄さんとふたりで住んでいるというのかい？」

「ええ。そうよ」

「ふうん……。目前の森に隠れて、遠目からは古城があるとわからなかったよ。街からは一本道だが、悪名高い妖魔の森に誰も入りたいとは思わないから、間違って迷い込むこともない。いい立地だ」

「妖魔の森……。やはり森には妖魔や悪霊がいるのね」

　怯えるブランシェットに、シリウスがくすりと笑う。

「どうだろうね。誰かがわざとそんな噂を流布したのかもしれないよ」

　わざと噂を流す？　意味が理解できなくて首を傾げていると、シリウスが風呂に入りたいと言い出した。

「半日は枯れ葉を寝床にしていたからね。身を清めたくて仕方がない」

「いいけど……着替えはエドガーお兄様のものでいい？」

「仰々しいものはいらない。ガウンくらいでいい」

　そう口にしたシリウスのほうが、割と仰々しい服装をしている。

　高級そうなシルクシャツにレースが何段にもなったクラヴァット。銀糸で縁取った濃緑のジュストコールに同じ色のトラウザーズ。

　そして胸元やクラヴァットには、目と同じ色をしたエメラルドのブローチを挿していた。

　マントにくるまれているときは気がつかなかったが、絵本に出てくる王子様みたいな格好だ。

　艶やかな銀髪を気だるげにかきあげる仕草もアンニュイで、ブランシェットはつい見入ってしまう。

　そんなブランシェットに、シリウスが妖艶に微笑む。

「もう男について教えてほしくなったのかい？　できればエチケットとして風呂に入ってからにしてもらってもいいかな」

「そんなつもりじゃ……。ブランシェットは、そんなにせっかちじゃないわ」

　どうにもシリウスにはペースを狂わされるような気がする。

　エドガーのガウンを手に持ち、彼を浴室へと案内した。右肩に視線を移すと、生地が裂かれ乾いた血がこびりついていた。

「腕の傷は大丈夫？　先に治療したほうがいいんじゃない？」

「だいぶ塞がっているよ。かなりの時間を地面に寝て過ごしたからね。風呂が先だ」

「そう」

　綺麗好きというか、妙なところにこだわるなと思いながらも、浴室の扉を開けた。

「ほう。小さいが設備の行き届いたよい浴室だ」

　広い浴室の四方と床は大理石で、浴槽は陶器製の豪奢な造りとなっている。

　身体を洗う海綿にオリーブオイルから作った手製の石鹸。花を練り込んだアロマキャンドルが棚にいくつも飾られ、ちょっとした憩いの空間となっていた。

「だが少々まぶしいな。カーテンを閉めてもいいだろうか」

「いいわよ。でも風が気持ちいいから、窓は開けておくことをお薦めするわ」

「ご推薦どおりにしよう」

　シリウスが窓に近づき、窓を開けたままカーテンを引いた。

　ブランシェットがマッチ棒に火をつけると、壁のでっぱりに並べられているキャンドルに、次々と火を灯す。するとオレンジ色の炎が揺らぎ、浴室がムーディーなものになった。

「いい香りがするな。リラックスできそうだ」

「エドガーお兄様が全部用意してくれたの。すぐに湯を沸かすから、ちょっとだけ待ってね」

　ガウンと、戸棚に畳まれてあったバスタオルを脱衣所の籠に置き、ブランシェットはそのまま城の外に出た。

　浴室の裏側あたりに向かうと、れんがの釜に薪をくべ火を熾す。

　竹の筒でフーフーと息を吹き、火加減を見ていたら浴室の中から声が響いてきた。

「浴槽の水だけでなく床も温かくなってきたな。これも君のお兄さんの考案かい？」

　ブランシェットは浴室の仕組みを、窓越しに説明した。

「そうよ。燃焼した熱が煙突を通ってバスタブの湯を温めるだけでなく、床下に空洞を作っているからそこにも流れるの」

「壁も温かいが、ここにも空洞があるからか？」

「うん、そう」

「ふむ……。かなりの技術と知恵、そして金が必要だが、君のお兄さんは普段何をしているかな？」

　大好きなエドガーを誉められ嬉しくなったブランシェットは、訊かれたことをなんでも答えてしまう。

「普段？　一緒に薬草や香草を摘んでいるわ。月に一度、それらを売りに行って、いろいろな品を購入してくるの」

「薬草や香草で、この城を維持できると思えない。君のお兄さんは、やはり私の友人だな。なぜこんな場所に引きこもったのだろう。一族の復興は諦めたのか？」

「……引きこもる？　一族の復興？」

　どういう意味だろう。エドガーに何か大切な役割があるというふうに受け止められる。

　ブランシェットは、そんなこと何ひとつ知らない。

　知っているのは、エドガーは優しくて頼りがいがあって、とてもハンサムでブランシェットだけを愛してくれているということ。

　そう。ケガをしたらすごく心配して、優しく舌で舐めてくれるほどに……。

　昨晩のことを思い浮かべただけで、両足の奥がムズリと何かが這うような感触がした。

「熱っ……」

　浴室からシリウスの声がして、ブランシェットは慌てて顔を上げた。エドガーのことを考えて、風呂釜に息を吹きかけすぎたのだ。

「ごめんなさい。熱かった？　横に冷水を貯めているから、それを浴槽に足してみて」

「わかった。冷水……どれだ」

　パシャリと浴槽を出る水音がする。ブランシェットはタンクのありかを説明しようと、背伸びして窓からのぞき込んだ。

　カーテンを押しのけて浴室に向かって顔を出す。

「あ……」

　当然のことだが、そこに裸体のシリウスがいた。

　腰までの長い銀髪はしっとりと濡れ、肌に張りついている。

　湯が熱かったからか白い肌は少し薄紅色で、シミひとつもない。

　だが肩のあたりに赤い傷跡が見えた。それほどひどくないようだが、倒れ込んで動けなくなるくらいだから、あとでちゃんと手当をしたほうがいいだろう。

　服を着ていたときは痩身に見えたのに、一糸纏わぬ彼は、とても筋肉質な身体をしていた。

　しっかりとした太い首に、盛り上がった肩。厚みのある胸板に、キュッと引き締まった腰。

　色気のある鎖骨の下には髪色と同じ繊毛が密集し、そこからブランシェットの身体にはないものが生えている。

　肌色より少し濃いめで、太くて長いものがゆらゆらとぶら下がっていた。

　ブランシェットは初めて目にする男の股間に、目が釘づけになる。

　目を大きく見開いて見つめてくるブランシェットに、シリウスが薄い笑いを返す。

「気が早いな。そんなに私の身体が見たかったのかい？」

「え？　ええ……」

　見たかったわけではないが、足の付け根に存在している謎の物体から視線を逸らせない。

「どうだい。れっきとした男だろう」

　彼は両手を広げ、美しい身体を隠すことなく見せつけた。どこで男女の判断をするのかと考えたら、やはりそこしかあり得ない。

「ええ。とても長くて太いものがついているわ。男の証拠ね」

　そう返すとシリウスは鳩が豆鉄砲を食ったような顔をして、それから肩を震わせ笑い出した。

　何かおかしなことを口にしただろうか？

「長くて太いか。嬉しい誉め言葉だ。じゃあ、あとでもっと詳しく私の身体について教えてあげるよ」

　これ以上何を教えるというのだろう。それに股間からぶら下がっているものについては、エドガーが帰ってきてから訊いてもいい。

　きっと同じものがついているだろうし、詳しく教えてくれるはずだ。

「別に……」

　ブランシェットの言葉が耳に入らないのか、シリウスは楽しそうに冷水タンクから桶を使って冷水を移すと、海綿と石鹸を手に持ち浴槽に入った。

　鼻歌交じりで身体を洗っているので、これ以上邪魔をせぬよう火加減を確認する作業に戻る。

　エドガーに訊いたほうがいいとは思うが、今回ばかりはシリウスに教えてもらおう。

　大きくて長いことが誉め言葉だとシリウスは口にした。もしエドガーが彼のものより小さければ、教えてくれないという可能性だってある。

　シリウスに男を教えてもらうという行為が、とても待ち遠しい。

　彼の男に触ってみたい。そんな欲望がブランシェットの心に湧き上がっていた。










　シリウスが濡れた髪をバスタオルで拭きながら、ガウン姿でリビングに現れる。

　寒くないようにと、すでに暖炉に火をつけ部屋を暖めておいた。

　バスケットをテーブルに載せ、中からワームウッドを取り出す。

「肩の治療をするわね。ガウンを脱いで、ソファに座ってくれる？」

　ブランシェットがそう言うと、シリウスは楽しそうな表情でソファに座り、ガウンをはらりと腰まで落とす。

　ブランシェットの身体と違って、どこもかしこも骨っぽい。だが、不思議な色気というか、艶を感じさせるひとだ。

　内心ドキドキしながらも、平静な顔をして彼の傷にワームウッドを当てると、そっとガーゼをかぶせた。包帯を首から脇下へと巻き、ガーゼをきっちりと固定する。

「これでよし。さあ、お食事にしましょ。今朝焼いたパンがあるの。スープも作るから待っていてね」

　シリウスはガウンを直し、バスケットを部屋の隅に置くブランシェットの姿をじっと見つめた。

「君はひとを疑うということを知らないのかい？」

「どういう意味？」

　シリウスは優雅な仕草で足を組むと、ふふっと色っぽい笑みを返してきた。

「どこの誰だかわからぬ男を城に入れて、風呂まで使わせてくれ、ケガの治療までしてくれる。さらには食事だって？　さすがにひとがよすぎるというものだろう」

「そう？　困っているひとがいたら助けてあげると、あとでよいことがあるのよ。どの本にもそう書いてあるわ」

「本？」

「エドガーお兄様が、買い出しのときいろんな本を調達してくれるの」

「ふうん。ずいぶん間抜けなことだな。男は危険な生き物だと、君に教えなかったようだ」

「エドガーお兄様だって男だけど危険じゃないわ。それにあなたも男でしょ。悪いひとには見えないもの。最初は美しすぎて森の妖精かと思ったけど」

「それは嬉しいのか悲しいのか、わからない答えだね。どこからどう見ても私が男だと判別できるだろう」

　そう問われて、ブランシェットは首を傾げる。

「エドガーお兄様以外の男性を見たことがないんだもの」

　シリウスはまたしても緑の目を見開き、ブランシェットをまじまじと見返す

「とんだ箱入りお嬢さんだな。なるほど……。貧民街のことも知らないし、兄以外と触れ合ったことがない。どおりでそんなに愛らしいわけだ」

「愛らしい？」

「ああ。幼い言動、そして可愛すぎるドレス。どこからどう見ても、十八歳には見えない。エドガーが君を純粋培養したのだね」

　純粋培養の意味はわからないが子ども扱いされたことは理解できたので、ぷうっと頬を膨らませる。そんなブランシェットに、シリウスが苦笑を向けた。

「まあいい。好都合だ。ブランシェット。私はパンやスープを食しても、まったく腹の足しにならない体質でね」

「そうなの？　じゃあ、何が食べられるの？」

　シリウスは魅惑的な目でブランシェットを凝視した。すると背筋がゾクゾクと粟立ち、心が落ち着かなくなる。

　シリウスが肘掛けに肘をつき、妖しい流し目を送ってくる。

「私はね、人間ではないのだよ」

「え……。やっぱり妖魔なの？　それとも悪霊？」

　シリウスはくっくっと喉を震わし、艶やかに笑う。嘲るようなものではなく、心底楽しいといわんばかりの笑みだ。

「可愛いね。ブランシェット。君はとても純粋で無垢だ。奇跡のようだよ」

「言っている意味がわからないわ。脅かさないでね。あなたは人間でしょ？　それもお風呂好きの」

　ブランシェットがパンを載せた皿をテーブルに置いた。

「パンが嫌なら何がいいの？　あとは野菜くらいしかないけど。好き嫌い激しいのね」

　シリウスが長い銀髪をかきあげると、すっと手を差し出した。

「ブランシェット。男の身体を知りたいと言っていたね。教えてあげるよ」

「食事は……？」

「食事も兼ねるよ。おいで」

　彼の緑の目が妖しく光る。なぜだかわからないが、ブランシェットは彼の手を取らねばならないという気分になった。

　ゆっくりとソファに近づき、彼の前に立つ。シリウスはブランシェットの細い腰に手をあてると、強い力で引き寄せた。

　そのまま彼の膝の上に、対面する姿勢で乗せられる。

「シリウス様？」

　シリウスの常軌を逸した美貌が目の前にくると、ブランシェットの心臓がドクンと跳ねる。

　シリウスの顔が、ゆっくりと近づいてきた。

　緑の目に、見たことのないような仄暗い光が宿る。それだけでブランシェットの身体がゾクリと震えた。

　あと少しで唇と唇が触れ合う、その瞬間――。

「シリウス様の顔と、ブランシェットの顔がぶつかるわよ……？」

　あどけなく問いかけるブランシェに、シリウスがふっと笑う。

　何を笑うことがあるのかと視線だけで問うが、彼は感情の読めない眼差ししか返してくれない。

「なぜだろうね。ブランシェットはとても子どもじみているのに、時々たまらない色気を感じる」

　シリウスが低く艶のある声でそう言うと、ブランシェットの小さな唇に、形のいい唇を重ねてきた。

　ブランシェットは自分が何をされているのか、遅れて気づく。

　朝起きたときや寝る前にするキスを、頬や額ではなく唇にされている。衝撃より恍惚が先にきて、身体も心も打ち震えた。

「ふっ……ぁあ……んっ……」

　彼の長い舌がブランシェットの口腔に入り込む。ぬちゅりと淫らな音を立てて、舌が歯や歯茎、頬の裏を縦横無尽に舐ってきた。

　ぬるつく彼の舌はたいそう熱く、ブランシェットの口腔を激しく掻き回し、隅々まで浸食していく。

　口の中がこんなにも感じやすいとは知らなかった。

　歯茎も頬の裏も、口蓋も歯列も。ありとあらゆる場所が、彼の舌に擦りつけられただけで気持ちいい。

「はぁ……んんっ……ぁあ……」

　舌の根から、どっと唾液が溢れてくる。するとシリウスは息を吸うように唾液を啜り上げ、自らの唾液とともにゴクンと飲み込んでしまった。

　彼の喉が隆起する音すら淫靡で、意識が遠のきそうになる。

　そのたび、彼のいやらしい舌が口腔内を何かを探し求めるように動くので、すぐに気持ちが引き寄せられてしまう。

　それの繰り返しで、ブランシェットはもう何も考えられなくなってきた。

　彼の激しすぎる口づけに脳芯がクラクラとする。今にも意識を失いそうだ。

　唇が離れるときにも、くちゅりと濡れた音が鼓膜に届き、羞恥で心がいっぱいになる。

　キスに翻弄されるブランシェットの耳元で、シリウスがこうささめいた。

「男女の情交は……当然知らないか」

「情交……？」

「子作りの方法だ」

　さすがにここまで言われたら、無知を嘲笑されていると気がつく。

「それくらい知っているわ。エドガーお兄様が方法を教えてくれたもの」

「君のお兄さんが？　それは……少々まずいのでは……」

「夫婦となって仲睦まじく暮らしていたら、コウノトリが運んできてくれるって」

　自信満々で言い放つブランシェットに、シリウスが真摯な表情で呟く。

「ここまで純粋……だったのか」

「違うの？」

　シリウスはしばらく呆れたように沈黙すると、神妙な表情で息を吐く。そして再び口づけの続きを始めた。

「もちろん違う。私が君の知らないことを、すべて教えてあげようね」

「ブランシェットの知らないこと？」

「そう」

　シリウスの表情に歓喜の色が浮かんでいた。ブランシェットのストロベリーブロンドをひと撫ですると、舌を伸ばして唇をぺろりと舐める。

　そんな行為ですら、ブランシェットの身体は熱を宿す。

「情交も子作りも、男の身体のこともだ」

　そう言うと彼の長くて形のいい指が、ブランシェットのブラウスのボタンをひとつひとつ外していく。

　細い首筋が現れたら、シリウスの唇はそこへ移動した。柔らかな生肌に唇を這わせ、ちゅうと吸い上げる。

「ぁんっ……やだ……くすぐったい……」

　肌が総毛立ち、肩を竦めずにはいられない。ブランシェットはクスクスと小さく笑い、彼の唇と舌が敏感な首筋を這うのを堪えていた。

「駄目……笑っちゃう……本当にこれが情交とか……子作りなの？」

「そうだ。あっている。これは、その第一歩だ」

「やんっ……」

　彼がブランシェットの耳朶を軽く食んでみたり、耳殻を舌先でなぞるように舐ってみたりする。

　どうしてこんなにもくすぐったいのだろう。自分で触ってもここまでではないのに。

「ね、どこが……やんっ。ぜんぜんっ……教えてくれてないじゃないっ……ひゃぁ……んっ……」

　シリウスの肉厚な舌に舐められると、途端に身体がムズムズと疼く。

　ぬるついた舌に何度も何度も耳や耳の下、首筋を舐められると、頭がぼうっとしてきた。徐々に情交や子作りの説明などどうでもいいと思えてくる。

　彼がブランシェットの細い腰を掴むと、仰向けに倒してくる。

　ブランシェットのウェーブした髪がふわりとソファに広がり、くすぐったさに身悶えるたび、艶やかに波打つ。

「怖いのか？　怯える必要はない。私の愛撫に身を任せて」

　怖いかと問われたら、怖いわけではない。ブランシェットは、そんな不思議な感情に意識が揺らぐ。

　知らないことを教えてくれるものだとばかり思っていたのに、シリウスはブランシェットをただ舐めまくるだけ。

　疑問に思いながらもシリウスの舌がヌルヌルと首筋を這うと、それだけで息が乱れるほど気持ちがよくて何も言えなくなってしまう。

「どうだ？　感じるか？」

　ブランシェットは小さく頷く。すると気をよくしたのか、シリウスが顔を移動し、再び唇を合わせてきた。

　無意識に唇を開き、彼の舌を受け入れる。

「んぅ……ふぅ……」

　ヌルヌルと舌を捏ね合わせるたび、ブランシェットの下肢にピクピクとした疼きが走る。

「ぁあっ……ふっ……うぅんっ……」

　彼の唇に、ブランシェットの身体がおかしくなっていく。

　この感じは知っている。エドガーに膝を舐められたときのものだ。

　どうして舐められると下腹の奥が疼くのだろう。男についても子作りについてもまだ何ひとつわかっていないのに、もっとわからないことが増えてしまう。

「さっきから舐めてばかり……いつ男について教えてくれるの？」

　問いかけるブランシェットに、シリウスが優美な笑みを返す。

「もう教えているよ」

「どういう……こと？」

　シリウスがブランシェットの小さな手を取ると、自らの股間に誘導した。

　はだけたガウンの内側に熱くて硬いものがあり、それを掴んでしまうことになる。

「あ……んっ……！」

　ブランシェットが小さな悲鳴を上げる。

　思わず変な声を上げてしまったが、一体何を触らされているのか知りたくて、頭を浮かせ彼の下肢へ視線を向ける。

　シリウスの下腹部、足の付け根あたりから太い棒が天を向いていた。それは、シリウスの美貌には似つかわしくないほどの赤黒い肉塊で、慄然としてしまう。

「さっき見たのと……違う……」

　浴室で見たときより長くて大きくて……。いやもう造形自体が違う。

　シリウスが色っぽい目を細めて笑う。

「そうだね。ブランシェットのために、ここまで大きくなったんだよ」

「ブランシェットのため……？」

　熱を宿したそれは、手の中でドクドクと激しく鼓動していた。

　彼が強い力で掴ませるから、脈打つ肉棒の感触が指を通して心臓にまで伝わってくる。

「ふぁ……」

「これを君の大事な場所に埋め込み、擦り上げるんだ」

「え……？　こ、この大きな棒を……？」

　彼の説明はブランシェットには難しすぎた。

　これをブランシェットのどこに埋め込むというのだろう。大事な場所と言われても、いまひとつピンとこない。

「でも、もうちょっと硬さを増さないとうまく挿入できないだろうな。協力してほしい」

「どうやって……？」

　誘導されるがまま、シリウスの生々しい陰茎を上下に扱くことになる。

　すると手の中で、彼のものが次第に質量を増していった。

「え……ぁあ……？」

　狼狽えて思わず手を放そうとするが、重ねられた彼の大きな手がそれを許してくれない。

　ブランシェットの手で、彼の肉棒をシュッシュッと擦り上げる。

「やっ……待って、こんなの……」

　手の中で彼の男がピクピクと脈動し、熱量を増していく。

　敏感そうな先端はつるりとした肌質で、鈴のように線が入り割れていた。そこから透明の液体が滲み出て、ブランシェットはもう何がなんだかわからない。

　手の甲から彼の指が離れた瞬間、すぐさま熱棒から自分の手を離す。

　狼狽えているブランシェットを、シリウスが宥めるように優しく頬にキスをした。今度は、ドレスの中に彼の指が入り込んでくる。

「ま、待って……」

　シリウスが首を傾げ「なぜ？」と小さく問いかけた。

「そこは……あんっ……」

　待ってと口にしたはずなのに、彼の指は太ももから足の付け根まで移動する。

　エドガーに足を舐められたときと同じように、両足の間がしとどに濡れていた。

　彼の指が、濡れたショーツをなぞる。

「んんっ……っ……！」

　秘所の奥に隠された部分が、ムズムズと疼く感覚に身を捩る。

　自分の指でも気持ちがよかったのに。シリウスの指はおそろしいほどブランシェットのいいところを擦ってきた。

「ひゃぁっ……んっ……」

　ショーツ越しにぐにぐにと媚肉を擦られ、腰から下が蕩けてしまいそうな愉悦に飲み込まれる。

　ブランシェットは腰を振り、その耐えがたい気持ちよさに素直に快感を示した。

　太ももの内側はショーツから滲み出た淫らな液で濡れそぼり、愛蜜の芳香が立ちのぼる。

「やっ……駄目、やんっ……もう駄目ぇ……」

「恥ずかしいのかい？　可愛いブランシェット」

　蜂蜜みたいに甘くて蕩けるようなシリウスの声に、肯定を示すように頭を上下に振る。

「それで、あっているよ。男の身体を知るというのは恥ずかしいものなんだ。さあ、もっと教えてあげよう。男の……私の身体を」

　彼の指がショーツの隙間から入り込み、直接媚肉を擦り上げる。

　巧みな指が、その奥地にある花芯に触れたとき、腰がビクンビクンと揺れた。

「ぁあっ……っ……！　だ、だめぇっ……ひゃぁ……ん、んぅんっ……！」

　ブランシェットは初めて受ける快感に、苦しくなるほど喘ぎながら彼に訴える。

　当然シリウスは聞き入れる気などない。ピクピクと魚が跳ねるみたいに打ち震えるブランシェットの身体を押さえつけ、さらに弱い場所ばかりを攻め立ててくる。

　泣きそうになるブランシェットの頬や唇に何度も唇を寄せ、楽しそうな顔を浮かべた。

「もっと激しく乱れていい。それが情交というものだからね」

　もう男の身体も、情交の意味も、子作りの説明もどうでもいい。

「いじめないでっ……ぇ……。も、もう……」

「いじめる？　可愛がっているのだよ。間違えてほしくないな」

　そう言うと充血した媚肉を激しく擦ってくる。

　彼が嘘をついているとは思えない。でもこの淫猥な行為が、ブランシェットに一体何を教えてくれるというのだろう。

　ただ、こんな風に焦れたように嬲られるのは辛い。もう限界だと思えた。

「だ、だって……苦しいんだもの」

「気持ちいいの間違いだろう」

　力の入らない太ももを左右に開かれ、膝を曲げられる。すると彼の視界に、濡れそぼったショーツが丸見えになってしまい、もっと衝撃が走った。

「ひゃぁっ……んっ……」

「気持ち悪いだろう？　意味のない下着は脱いでしまおうね」

　彼がするりとショーツを脱がしてしまった。

　うっすらとした恥毛から見える小さな割れ目に、彼が視線を向ける。

「み、見ないで……」

「どうして？　ここも可愛いよ。ビショビショに濡れて……私を誘惑する香りがする」

「え……」

　シリウスは汚れたショーツを顔に近づけると、鼻をクンと鳴らした。卑猥な仕草に、ブランシェットは目を見開き、唇をふるふると震わせる。

「ふふ……美味そうだ。君の……ここは」

　彼は長い指を剥き出しになった陰部に這わし、秘裂を割った。媚肉を押し広げると、花びらをひとつずつ開いていく。

「ぁっ……そこは……汚いわ……」

「いいや？　とても綺麗だ。小さな薔薇の蕾のよう」

「ば、薔薇？　そんな……そこは用を……。見ちゃ駄目な……」

「私が綺麗だと思ったのは、少し場所が違うよ」

「え？　やっ……ぁっ……！」

　彼の指が、蜜を垂らすいやらしい膣の挿入口を押した。

　もうブランシェットは声も出ない。全身をブルブルと震わせ、謎の圧迫感におののいている。

「ど、どうして……そんなところを……」

「子作りさ。ここに私の男を挿入し精を注ぐ。すると君は気持ちよくなる。その結果、赤ん坊が生まれるんだよ」

「ええっ……」

「でもね。ここを弄って……」

　シリウスの指がブランシェットの濡れた肉芽をグニグニと押す。ブランシェットは小さな悲鳴を上げて、身を震わせた。

「濡らさないと、私の男が挿いらない。だからここを触っているんだよ」

「も、もうわかった。離れて……」

「何を言っているんだい。これから実践なのに」

「実践……？」

　シリウスは人差し指と中指を、膣の挿入口を広げるように左右に開く。

　膣襞を緩ませようと小刻みに震わせられ、ブランシェットは腰が反り返るほど感じてしまった。

　彼の指が、蜜口周辺を執拗にこね回す。

　そのうちグチュグチュという淫猥な水音と、ブランシェットの甘い喘ぎだけが部屋中に響き渡った。

「ぁあっ……ぁあんっ……やっ……ぁんっ……」

　あまりの気持ちよさに、ブランシェット自ら腰を揺らして、シリウスの指戯に酔ってしまう。

　ブランシェットの目は潤み、鼻からは甘い吐息が漏れる。頃合いと感じたのか、開いた両足の間に、彼の陰茎の先が擦りつけられた。

　充血してビショビショに濡れている割れ目の奥を、彼の肉棒の先端がぐぐっと押してくる。

「ぁあっ……！」

　背を使ってずり上がろうとするブランシェットの腰を、シリウスがしっかりと支えた。

「私の肩に手を置きなさい。掴まっているんだよ」

「でも、怖い……」

　怯えで目を潤ませるブランシェットをじっと見つめ、シリウスが柔らかい頬にちゅっと可愛い音を立ててキスをする。

「大丈夫。ゆっくりとするから」

　何をするというのか。疑問もそこそこで、じっとりと濡れそぼった膣内に、彼の膨れ上がった亀頭が押し込まれる。

「ぁあっ……はっ……」

　こんなに大きな肉棒を、そんなところに挿入するなんて！

　ブランシェットは驚きと襲いくるピリピリした痛みに、声が出せなくなる。

　どっしりした質量のある長く太いもので、身体を裂かれる感触。隘路をこじ開け、膣壁を最大限まで押し広げ、突き進んでくる圧迫感。

　ブランシェットは四肢をピクピクと引き攣らせ、未知の痛みに驚愕する。

　少しずつ、ゆっくりと、灼熱の棒を肉筒に埋めていこうと彼が腰を動かす。そのたびブランシェットの華奢な身体が痛みに打ち震えた。

　シリウスが、そんなブランシェットの身体を抱きしめる。

　彼の肌はビロードのように滑らかで、痛みのあまり意識を飛ばしそうになるのをかろうじて引き留めてくれた。

「ふっ……ぁあっ……抜いて……痛い、抜いて……」

　シリウスがブランシェットの髪を撫でながら、低い声を漏らす。

「君から教えてくれと言ったのにかい？」

「こんなの……ぁあっ……こないで、もう奥にこれ以上……」

「駄目だ。もう治まらない。このまま……抱く」

　シリウスの切実な声が色っぽい。だがブランシェットには、その芳醇なワインのような声に酔う余裕はなかった。

　熱い滾りに陰部を貫かれ、息も絶え絶えで苦痛に耐える。抜いてくれないのなら、自ら身体を動かすしかない。

　そう考えたが彼が屈強な力で腰を掴んでいるから、それもかなわない。

　もう痛くて辛くて、彼の広い肩にすがりついて許してくれと懇願する。だが彼は、許すどころかますます腰の動きを速めてきた。

「ぁあっ……ひどいっ……こんな……」

「ブランシェット。私を見るんだ」

「……っ……？」

　シリウスの切実な声に、ブランシェットの意識が彼に向かう。熱を帯びた表情を真正面から見ることになり、ゾクゾクとした痺れが背筋を走った。

「そうだ。ブランシェット。君を抱いている私を見ろ」

　情欲に満ちた視線、蕩けるような吐息。そして切ない声に、涙で濡れた目を細めて見返す。
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　彼は苦々しい笑いを浮かべ、ブランシェットの頬に唇を寄せると涙を吸った。

「これが子作りというものだ。痛いのは最初だけ。そのうち痛くなくなって気持ちよくなる」

　嘘だ。痛みは痛みだ。気持ちよくなるなんて詭弁に決まっている。

　そう返したかったのに、シリウスが真摯な面持ちでそう訴えるから、ブランシェットは否定できなくなる。

「で、でも……すごく……痛い……」

「誰でもやっていることなんだよ。大人の仲間入りをしたければ我慢して」

　大人なら誰でもやっているとまで言われたら、ブランシェットは疼痛を我慢するしかない。

　観念したブランシェットは泣きながら肩を震わせ、彼の律動に身を任す。

「ふ……ふぇ……んんっ……」

「泣かないで。可愛いひと」

　シリウスが小柄なブランシェットの臀部を掴み、自分の腰へと強く引き寄せる。

　ズチュリといやらしく濡れた音が下肢から響き、彼の脈動が身体の奥深くに挿はいってきた。

「……ぁはぁっ……！　あ、ぁあっ……」

　苦しみを帯びた嗚咽を漏らすブランシェットを宥めるように、シリウスが何回も頬や額にキスをする。

　その間も彼は腰を前後に揺らし、肉襞をグリグリと擦り上げてきた。

「ぁあっ……んんっ……」

　太くて長くて熱い滾った棒が、ブランシェットの膣内で暴れまくる。

「まだ痛いか？　ほかに何か感じないか？」

　そう耳元で囁かれるが、一瞬何を言われているのか理解できなかった。少し遅れて彼のその言葉が脳裏ではなく、身体の奥に響いてくる。

　抽送する肉棒を助けるように、膣奥から滲み出る愛液がグチュグチュといやらしい音を立てた。

　それが結合部周辺に白く泡を立たせ、甘い毒のように身体中を蝕んでいく。

　媚薬にも似たそれは、ブランシェットの総身を痛みから快楽へと変化させる効果があるのか、徐々に痛みが和らいでいった。

　代わりに違う感覚が下腹の奥からこみ上げてくる。

　何回も唇を合わせ、舌を絡めながら腰を激しく振りたくられる。引き攣ったように痛かった膣壁が、今はジュブジュブと濡れた音を立てスムーズに擦られている。

「ふぁっ……やあっ……へ、へんなのぉっ……や、シリウス様っ……おかしく……なるっ……」

「なればいい。可愛いブランシェット。私のこれでね」

「そ、そんっ……なっ……あっ、あぁあっ……」

　彼が激しく腰を抽送する。狭かった肉筒は、彼の肉棒の形にまで最大限に拓かれた。

　シリウスの最高潮に膨張した熱棒が、膣の最奥で暴れている。

　時折ひどく感じる場所があり、そこをグリグリと突かれるだけで胸を突き出し仰け反ってしまう。

「あぁっ……んんっ……はぁっ――」

　激しい愉悦にブランシェットの四肢がガクガクと震え、彼の太い楔に絡みつくよう膣が凝縮を繰り返す。

「くっ……ブランシェ……」

「ぁあっ……ああっ――！」

　シリウスの腰がぶるりと震え、同時に熱い飛沫が膣奥に放出された。

「あっ……あっ……ぁあ……」

　熱い激流が体内を渦巻く。彼の放った精に膣壁がヒクヒクとする。

「はぁ……ぁ……うっ……」

　目に涙を滲ませ肩口を震わせるブランシェットを、シリウスが優しく抱きしめた。

　ブランシェットの鼻腔に、官能的なローズの香りが漂う。

「よく頑張ったね。いい子だ。これで君は子どもじゃない。立派な大人のレディだ。男を知ることもできたし、子作りの方法も学んだ。とても賢い子だよ」

　シリウスの汗ばんだ身体と、誉め言葉にブランシェットは気持ちいいと思ってしまった。

「本当？　ブランシェいい子だった？　頑張ったわ……」

　潤む目を彼に向け小さく囁くと、シリウスがエメラルドの目をきらめかせ、激しく唇を貪ってきた。

　ヌチュリヌチュリと舌先をこね回してくるので、ブランシェットもそれに応える。

　シリウスがゆっくりと顔を離すと、唇と唇の間に淫靡な橋が渡る。キラキラ光るお互いの涎がブランシェットの目には美しいものに映った。

　ぺろりと口端を舐め、涎を舌先で絡め取るブランシェットに、シリウスが目じりを垂らして頬擦りをする。

「たまらないな。こんなに無垢で純粋なのに、色っぽくて可愛くてどうにかなりそうだ。君のすべてを私のものにしたい」

　シリウスの低く甘い声が鼓膜をくすぐる。どうやらブランシェットを大人の女性として認めてくれたようだ。

　言葉を返したいのに。ズクズクと下肢を襲う鈍い痛みと、全身を襲う疲労感で意識がどんどん沈んでいく。

「んん……ふぅ……ん……」

　ブランシェットはシリウスの腕に抱かれたまま気を失った。
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　男の欲望を受けて寝入ってしまってから数時間後。ブランシェットはソファの上で重い瞼を開いた。

「あ……？　んん……？」

　首だけを動かして状況がどうなっているのかを窺う。

　外は夜なのだろうか、それともカーテンがきっちり閉められているだけなのか。リビングはランタンの灯でオレンジ色に染まっていた。

　そっと身体を起こすと、途端に下腹の奥がキリキリとした痛みに襲われる。

　シリウスの男によって引き伸ばされた膣奥が、とてつもなく痛い。

　少しでも身じろぎすると、放たれたシリウスの精がドロリと溢れてくるので、ブランシェットはびっくりしてしまった。

　両足の奥が気持ち悪い。粘る液体は太ももまで伝い、どうしていいのかわからない。

「やだ……お風呂に……」

　しかし痛いのはそこだけではなく、全身が筋肉痛になったみたいに辛い。

　起き上がるのも億劫になってしまったブランシェットは、そのまま背からソファに倒れ込む。

「目が覚めたかい？」

　どこからか甘く低い声がして、ブランシェットは目線をそちらに向ける。

　すると桶とタオルを持ったシリウスが、テーブルの横に立ってブランシェットを物憂げに見下ろしていた。

　ガウン姿で気だるそうに髪をかきあげる。それから桶をベッドのサイドテーブルに置き、タオルを絞った。

「シリウス様……ブランシェの身体、どうなっちゃったの？　すごく痛いの……」

　涙目で訴えると、シリウスがふふっと艶やかに微笑んだ。

「どうもなっていない。破瓜しただけだ」

「破瓜……？」

「大人の女になっただけ。だが、まだ子どもの名残があるから痛いだけだよ」

「大人の……」

　大人の身体になるというのは、とても痛いものなんだな。

　そんな風に考えていると、シリウスが膝を床につき、ブランシェットの皺だらけになったドレスの裾を持ち上げた。

「やっ……駄目」

　内股が気持ち悪い。まるで自分がはしたない粗相をしたみたいだから、彼にそこを見られたくなかった。

　裾を押さえてもじもじするがシリウスは一向に気にしない様子で、めくり上げる。

「駄目だ……って、やぁ……」

　大きく動くと、ますます秘所からドロリとした液体が漏れるし、痛みが下腹の奥を襲う。

　もうどうしていいのかわからない。

「拭いてあげるから、大人しくね」

「え……」

　口調は柔らかだが、力は強かった。嫌々をして逃げようとするが、シリウスの手に阻まれてしまう。

「見ないで……」

　シリウスの冷たい手がブランシェットの太ももを撫でまわす。それからゆっくり押し広げると、剥き出しになった媚肉に濡れたタオルを押し当てた。

「ふっ……」

　白濁液を擦り取るように、タオルでそこを拭かれる。ネバネバとした感触が消える代わりに、スースーと冷たくなり肌が粟立ってしまった。

　恥ずかしさと軽い寒気に卒倒しそうになっていると、彼の指が媚肉を撫でる。

「あっ……やだ、もうこれ以上は……」

「そうかい？　でも君のここはまた濡れ始めている。私の指にここを……」

　シリウスが真っ赤に充血した花びらを、ひらひらと指でくすぐるように動かす。

「弄られて喜んでいるよ。その証拠にまた蜜が溢れ出てくる」

「そんな……」

　シリウスの長くて形のいい指が、秘裂の中心でぐにぐにと動く。蜜壺の挿入口近くを擦り、指先に愛蜜を絡ませブランシェットに見せつけてきた。

　感じている女の芳香がその指から伝わり、ブランシェットの頬が薄紅色に染まる。

　シリウスは濡れた指に舌を伸ばし、ぺろりと舐めると、至福ともとれる表情をした。

「美味いな……。極上の味だ」

「恥ずかしい……」

「何を？　ブランシェットは面白いね。こんなことは大人なら誰でもしているのに」

「そう……なの？」

「当然だよ」

　シリウスが艶やかに笑うから、ブランシェットも納得せざるを得ない。気をよくした彼は、ブランシェットの蜜壺に再び指を挿入した。

「柔らかくなっている。もう一回抱けるかな」

「え……シリウス様の男をまた挿れるの？　壊れちゃう……。だって奥がヒリヒリしているもの」

　破瓜の痛みはまったく治まりそうにない。膣の奥に何かが挟まっているような感覚が抜けきれず、少しでも動けばすぐに疼痛が全身へと響く。

　それなのに、また彼の大きくて長くて硬い男を押し込まれたら、ブランシェットは死んでしまうと思った。

　怯えた表情で訴えるブランシェットに、シリウスが蕩けるような笑顔を向けた。

「仕方ないね。ブランシェット自ら私にキスをしてくれたら、今日は許してあげるよ」

「キス……？」

「そう。唇がいいな。舌をめいっぱい伸ばして、いやらしく舌同士を絡ませるような大人のキスができたら、今日の授業はおしまい」

　大人のキスとは、抱かれる前に散々シリウスがブランシェットに施した、あの淫靡なものでいいのだろうか。

　ブランシェットはこわごわと小さな唇を開くと、果物のような舌を差し出した。

　シリウスの舌先に触れるや否や、彼は秘裂の内側で指を動かし始める。

「ふぅ……っんっ……?!」

　指の腹で膣壁をくすぐったり、指に絡んだ愛蜜を肉芽に擦りつけたり、ブランシェットの秘所を指で思う存分いたぶってくる。

　それなのに唇は離してくれない。角度を変えて、何回も舌を差し入れてくる。

「ふぁぁ……んんっ……ぁあんっ……んくっ……」

　お互いの濡れた舌を絡ませ、舌先をこねくり回し、溢れる唾液が口端から顎へと伝う。

　その間も、彼の指はヌチュヌチュと膣内でうごめいていた。

　ビクンビクンと身を震わせ、唇と蜜壺に与えられる快感に酔う。再び身体を襲いくる謎の快楽に、ブランシェットは彼の身体にしがみついた。

「ふぁ……ぁんっ……ぁ……ふぅ……」

　ブランシェットの蕩けるような声に、シリウスは満足げに笑う。ゆっくりと顔を離すと、頬を紅潮させて快楽に揺らいでいるブランシェットを凝視する。

「可愛いね。今日はこれで許してあげる」

「ふぁ……ぁ……ん……」

　シリウスは指を引き抜くと、手の甲までしとどに濡れた指を舌で掬い上げた。

　タオルでブランシェットの秘所を拭い、気だるげに髪をかきあげる。

「君のお兄さん……エドガーは、いつ頃帰ってくるんだい？」

　熱に浮かされたようにぼうっとしていると、シリウスが突然話を切り替えた。

「え……？　エドガーお兄様……？　多分明日か……明後日……」

「そう。会ってみたいな。知り合いの種族の王子かもしれない」

　エドガーが王子？　そんなわけがない。エドガーはもう何年もここでブランシェットと暮らしている。王子だなんて、彼が口にしたことなどない。

　否定しようとしたら、先にシリウスから話をし始めた。

「とりあえず私は休息しなければならない。食事も済んだし、ゆっくり身体を休めて傷を治したい。ブランシェット。寝床を貸してくれないか」

「え……。いいけど……」

「できれば暗くて、光の一切入らない地下がありがたい」

　妙なリクエストだと思えた。首を傾げながらも、そういえば地下の倉庫に余っているベッドがあることを思い出す。

　いくらなんでも掃除も行き届いていないしと思ったが、シリウスはそれでいいとのことだ。

「軽く掃除をして寝かせてもらう。エドガーが帰ってきたら挨拶しよう。じゃあね、可愛いブランシェット。おやすみ」

　シリウスはそう言うと、椅子にかけていたひざ掛けをブランシェットの下肢にかけた。

「あ……うん。おやすみなさい……」

　シリウスはブランシェットの髪をひと撫ですると、部屋を出て行った。

　扉がパタンと音を立てて閉まると、やっとのこと起き上がることができた。

　床に足をつけ、身体を清めるため浴室へ向かおうとソファから立ち上がる。

　テーブルの上に、用意したままのパンが置かれていた。

「食事も済んだとシリウス様は口にしたけど……何を食べたというの？」

　疑問はそれだけではない。エドガーが知り合いというのは本当だろうか。

「エドガーお兄様、あんな綺麗なひとの話なんかしたことないけど……」

　痛む身体を叱咤し、浴室へと赴く。湯を沸かすのは大変なので、溜めている水にタオルを浸し、身体を拭いた。

　特に陰部は念入りに清めようと前屈みになる。それだけで下腹の奥に違和感を受けた。

　疑うことを知らないブランシェットだが、膣の奥にまだ何か異物が挟まっているような感覚に疑問を抱いた。

　だがその感情とは相反して、シリウスの美しい唇から紡がれる「可愛いブランシェット」という言葉にも魅入られてしまう。

　人間離れした美貌を持つシリウスに可愛がられて、浮かれてしまっている自分もいた。

「エドガーお兄様……早く戻ってきて……。訊きたいことがたくさんあるの。この……不思議な感情と、身体の異変について教えてほしい……」

　冷たい水で絞ったタオルでいくら身体を清めても、心の奥底で燻ぶる女の本能を冷ますことはできなかった。










　ブランシェットはナイトドレスの上にガウンを羽織り、リビングに戻ってきた。

　身体が冷えたので暖炉に近づき暖を取る。

　少し小腹がすいたが、今から料理をするのは面倒だ。

　テーブルの上に置いてあるパンにナイフで切れ目を入れ、エドガーお手製のチーズを切り取ると、パンに挟み込む。

　串に刺し、暖炉の火で軽く炙る。パンの表面がカリッとし、チーズがとろりとしてきたら食べ頃だ。

　ブランシェットはテーブルに戻ると焼いたパンとミルクで腹を満たし、洗い物を終わらせる。

　カーテンを引いて外を見ると、空には丸い月が浮かんでいた。

「エドガーお兄様と一緒に満月を見たことってないわね。いつも街へ買い出しに行かれるから」

　黄色い月は色鮮やかで、ブランシェットを物寂しい気分にさせる。なぜだろう、今とてもエドガーに会いたい。

「大人の女性になったことを報告したいわ。喜んでくれるかな。それとも驚いちゃう？　見た目はまったく変わらないんだもん。気がつかないかもしれないわ」

　その夜。ブランシェットは早めにベッドへと入った。身体は倦怠感でいっぱいだし、まだ両足の奥に痛みが残っている。

　いまだに信じられない。膨れ上がったシリウスの男が、あんなところに挿はいるなんて。

　それが子作りというもので、大人の女性はみんなやっていることだなんて。

　そう考えていたら、あるひとつの疑問に辿り着く。

「もしかしてエドガーお兄様も……ほかの大人の女性と……？」

　シリウスの荒い息、激しい腰使い。でも囁く言葉は甘く切なく、優しさに満ち溢れていた。

　エドガーだとどうなるのだろうと考えたところで、妙な想像が脳裏に浮かび上がってしまう。

　エドガーの男自身を見たことはないが、筋肉質な身体に見合ったものを持っているに違いない。

　彼の肉棒が熱く滾ったとき、黒い色の目に熱情を宿し、男らしい顔でブランシェットを見つめてくれるのだろうか。

　あの胸に抱かれ、激しく貫かれたらどうしよう。苦しくても痛くても、エドガーなら許してしまうかもしれない。

　しかしブランシェットとエドガーは兄妹。子作りをする関係ではない。

　もし自分ではなく、ほかの女性にエドガーの愛が向けられたらと想像したところで、胃の奥がズキンと軋んだ。

「エドガーお兄様はブランシェットのもの。誰にも渡したくない……」

　そう無意識に口にしてしまったところで、自分の心が中途半端に揺らいでいることに気がつく。

　ブランシェットは、秀麗な美貌と温和な精神を持つシリウスに惹かれている。

　痛みを伴う行為をされても許してしまうのは、彼がブランシェットを大人の女性として扱ってくれたからだ。

　ブランシェットは、自分の心が整理できなかった。

　兄であるエドガーに、大人の女性として抱かれたいと願う自分。

　今日初めて会ったシリウスに、もっと女として愛されたいと望む自分。

「心が……ふたつに裂かれちゃいそう……。やだ……」

　身を丸くしてシーツを頭から被る。

　早ければ明後日にでもエドガーは帰ってくる。それまでに、もうちょっと自分の気持ちをまとめておこう。

　そう考え、眠りにつく。

　満月がさっさと形を変えてくれればいいのに。そうすれば愛しい兄がブランシェットのもとに戻ってくる。

　そう。月が欠ければ――。

　意識が落ちかけた頃。ギィ…と軋む音がして、扉の開く音がした。シリウスかと思い、瞼を擦り半身を起こす。

「シリウス様……？」

「なぜ、ほかの男の名を呼ぶ」

「え……？」

　薄暗い部屋の中、背の高い屈強な身体つきの男が、扉の前に立っているのがぼんやりと視界に映った。

　そのシルエットは何度も目にしているから、すぐに誰かわかる。

「エドガーお兄様！　もう帰ってきたの？」

　あり得ないほど早い帰宅に、ブランシェットは嬉しさのあまり、ベッドから飛び降りると彼のもとへと走って行く。

　広い肩、厚い胸板に躊躇なく抱きつくと、ぎゅっと抱きしめる。

　すると森林の爽やかな香りと、色気のある麝香じゃこうが交じり合う匂いがした。ブランシェットの好きなエドガーの香りだ。

「もっと遅いと思っていたの！　嬉しい！」

　エドガーの胸に頬を擦りつける。いつもならすぐブランシェットの頭を撫でてくれるのに、今は、いつまでたっても頭を撫でられなければ、肩も抱きしめてもくれない。

「エドガーお兄様……？」

　おもむろに面を上げると、彼が表情を変えずにこう口にした。

「城下町で吸血鬼が出たという噂を聞いたから、慌てて引き返してきた」

「吸血鬼？　怖い……。エドガーお兄様は襲われなかったのね。よかった」

「よくない。まさかと思うが、ここに男を引き入れたのか？」

「男？　シリウス様のこと？　ええ。森の奥でケガをして倒れていたの」

「ひとりで森の奥に行ったのか？」

　抑揚のない声でそう問われ、ブランシェットは気まずさで俯く。

「ごめんなさい。……ワームウッドがいっぱいあればエドガーお兄様が喜ぶと思ったの。ひとりでも行けたわよ？　何も危険なことはなかったから」

「街でこんな話を耳にした。銀髪の美しい吸血鬼の男が女を襲ったと。住人たちに追われ森へ逃げ込んだが見失ったと」

「吸血鬼がこの森に？　エドガーお兄様、ブランシェットを心配して戻ってきてくれたの？　ごめんなさい。二度とひとりで森に行かないから許して」

　エドガーの黒い目は冷ややかで、声もそれに準じていた。ブランシェットはいつもと様相の違うエドガーに不安な心境になってしまう。

「エドガー……お兄様……よね？　どうしてブランシェットを抱きしめてくれないの？　言いつけを破ってひとりで森へ行ったから怒っているの？」

　その問いにもエドガーは何も言わなかった。硬質な目でブランシェットを見下ろすだけだ。

　不安になったブランシェットは離れようとした。そのときになって、ようやく肩を掴まれエドガーの胸に取り込まれる。

　怖い。直感でブランシェットはそう思った。

　もしかしたら妖魔がエドガーの姿に変化したのかもしれないし、悪霊に乗り移られたのかもしれない。

　エドガーであって、エドガーではない。そうブランシェットは考えて、彼との距離を取ろうとする。

　だが彼は、ますます指に力を入れた。

「痛いっ……！　離してっ……あなた誰なの!?　エドガーお兄様じゃないっ……」

「おれだよ。ブランシェ。間違いなくおれだ」

「で、でも……」

　ギリギリと肩の骨が砕かれそうなほど強く掴まれ、ブランシェットは泣き出してしまう。

　痛みと恐怖。それだけがブランシェットの心を制していた。

　よくよく考えたらおかしいことだらけだ。帰宅するには早すぎるし、いつもの素敵な土産も何ひとつ持参していないのだから。

　結論として、やはりエドガーではないとすると、ここは逃げるしかない。頭からバリバリと食べられるのなんて、まっぴらごめんだ。

　偽物の胸をドンッと強く推して、一瞬指が肩から離れた隙に、扉から出て行こうとした。

　だが瞬時に手首を取られ、腰を掴まれる。

「やだっ！　やだぁっ……！　エドガーお兄様ぁっ……助けて！」

　屈強な力で偽物にひょいと担がれる。手足をバタバタとさせ逃れようとするが、偽物は本物のエドガーくらい、いや、それ以上に力が強かった。

　しっかりとした足取りでベッドへと向かう。そのままゆっくりと下ろされ、ブランシェットは恐怖で身をブルブルと震わせるしかない。

「エドガーお兄様……助けて……。お兄様、どこ、どこなの……」

「ブランシェの好きな食べ物は、木苺のジャムをたっぷり塗った焼きたてマフィン」

「……え？」

　偽物が突然食べ物のことを話し出す。

「生クリーム入りの温かいココアに、ローズマリーの葉で焼いたローストチキン。クルミ入りの焼きたてパンに、焼き目のついたとろけるチーズ」

「す、好きだけど……」

「カミツレを浮かべた浴槽の風呂。オリーブオイルの石鹸。風呂上がりの冷たいミルク」

「……それも、好きだけど」

「冬は森の奥にある湖に訪れる白鳥を見ること。春は土の中から時々顔を出すモグラを見ること。夏は庭で水遊びをすること。秋は……」

　偽物は淡々とした口調で、次々とブランシェットの好きなものを羅列していく。

「アケビや木の実をたくさんもいだり、落ちている栗を拾ったりして、おれと一緒にケーキを作ること。そしてブランシェの一番好きな相手はおれだ」

　そこまで言ってのけられ、ブランシェットは目前の男を凝視する。

　それに彼の頬に一筋の傷跡を見つけた。昨晩ブランシェットがバスケットを投げたときにできた傷だ。

　そうなると、目の前の男が本物のエドガーだと認識するしかない。

「エドガーお兄様……？　だったらどうして、そんなに怖い顔をしているの？」

　正真正銘本物のエドガーだとしても、異質な雰囲気を纏う以上恐怖心は拭えない。

　ブランシェットはベッドの上で身を縮め、なるべく距離を取ろうと背からじりじりと後退する。

　だがすぐに壁に阻まれてしまい、どうしていいのかわからなくなる。

「おれのほうがブランシェに問いたい。なぜそんな匂いがついている？」

「え……？」

　ブランシェットは身体を拭いて就寝したはずだ。一体どんな匂いが身にまとわりついているというのか。

　エドガーの口にすることが理解できず、ブランシェットは困惑する。

「それにシリウスと言ったか。街で噂になっていた吸血鬼は、どうやら奴のようだな。ブランシェ。シリウスの奴に何をされた」

　シリウスはエドガーを知り合いかもと口にしていた。であれば、正直に彼のことをエドガーに説明してもいいだろう。

「シリウス様にいろいろなことを教えていただきました」

「いろいろなこと？」

　ブランシェットはコクリと頷く。

「大人の女性になるにはどうするのかとか、子作りとか……」

　エドガーの全身から、ささくれだった殺気がぶわりと燃え上がる。

「子作りだって？　あいつっ……ふざけた真似をっ……！　それで、どう教えてもらったというんだ!?」

　あまりの剣幕に、ブランシェットは怯えで言葉を続けられなくなる。目じりに涙を浮かべる姿を見て、エドガーが少しだけ口調を緩和した。

「言いなさい。ブランシェ」

「ど、どうって……実際にすることを……そのまま……」

「実際にすることだって！　どおりで男の精の匂いがこびりついているわけだ！」

「男の精って……どういう……」

　最後まで言葉を発せられなかった。エドガーがブランシェットの上にのしかかってくる。

　慌てて身を捩り、逃げ出そうとベッドから下りた。だがバランスを崩し、手近にあったカーテンを掴んだ。

　カーテンがビリビリと音を立てて、ブランシェットの身体と一緒に床へと倒れ込む。

「ブランシェ。大丈夫か？」

　腰が抜けてへたり込むブランシェットに、彼が心配げな声をかける。だがブランシェットは、そんなエドガーすら怖くてたまらない。

　満月の光が部屋の中を柔らかく照らす。黄色い月光が、エドガーの姿をくっきりと浮き上がらせた。

「えっ……!?」

　近くで見ると、エドガーの目がいつもの色ではなかった。白目にあたる部分はガラス玉のように黄色く発光し、黒目がやけに小さく細長くなっている。

　目じりは鋭くなり吊り上がっているし、ふっくらとした厚みのある唇から尖った八重歯がはみ出ていた。

　それだけではない。エドガーの耳がまるで犬のようにふさふさと毛が生え、ピンと立っている。

「嘘つき……。エドガーお兄様じゃ……ない……わ」

　エドガーは困った表情で眉間を寄せると、喉をグルルと鳴らした。

　恐慌で震えるブランシェットと目線の合う位置まで腰を屈ませ、そっとストロベリーブロンドの髪に手を添える。

　その手を見て、またしてもブランシェットはビクンと身を震わせた。

「つ、爪が、長いっ……」

　わななく唇でそう告げると、エドガー……いや、オオカミと人間をミックスしたようなその男がピタリと動きを止めた。

「……ああ。満月の光を浴びたからな」

「月……？　もしかしていつも満月のときにどこかへ行ってしまうのは……」

　エドガーが悲しそうに瞼を伏せる。

「おれは……」

　エドガーが低く唸り身体を前屈すると、突然両腕を大きく振り上げた。

　その瞬間シャツがビリビリと裂け、筋肉の塊みたいな上半身が現れる。

　ブランシェットは驚愕で声も出ない。もう呼吸すら忘れてしまうのではないかというくらい、慄然としたまま目を見開いた。

　満月を背にし、獣のような耳と目、そして牙をたくわえた屈強な男が目の前に立つ。

「おれは人狼族、つまりはオオカミ人間だ。満月の光を浴びるとこんな風に姿が変わる」

「人狼……オオカミ……。そんな……。狡猾で残忍で、ひとを騙して食べちゃう……」

　絵本の中に登場するオオカミは、いつでも悪役だ。口は耳まで裂け、鋭い牙を剥き出しにし、涎をたらたらと流す。

　おばあさんを食べるのも、女の子を騙すのも全部オオカミで、最後は必ずしっぺ返しを食らっていた。

　そんなオオカミ男が自分の兄だなんて。愛するエドガーの正体だなんて。

「ブランシェのオオカミ像は、絵本の中そのままだな」

「じゃあブランシェットも……オオカミなの？」

　ふと湧いた疑問を呟くと、エドガーが口角をにっと上げる。

「ブランシェは人間だ。十五年前、森の入り口に倒れているところを、おれが拾った」

「拾った……。助けてくれたの？」

「違う」

　エドガーの大きな手が、ブランシェットの腰に伸びる。

「ブランシェはおれの食料だ。大きくなって肉がほどよくついたら、食ってやろうと思っていた。ちょうど食べ頃になったのに、くそったれ吸血鬼に先に食われるとはな。あいつだけは許せん。絶対に殺してやる」

「そ、そんな……」

　エドガーは実の兄ではなかった。人狼族で、月の光を浴びたらオオカミ男になってしまって、そのうえブランシェットを食べてしまうために育ててきたという。

　漆黒の髪に怜悧な光を宿す黒曜石みたいな目。精悍で頼りがいがあって、力も強くなんでもできる自慢の兄エドガーのほうが、偽物だった。

　足元が崩れていく。全身の力が抜け呆然としていると、エドガーに抱き上げられベッドに戻された。

　もうブランシェットは脱力感いっぱいで、指先ひとつ動かない。

　このまま頭からエドガーに食べられようとしても、何ひとつ抵抗できないだろう。それくらい衝撃が大きかった。

　固まったまま目を見開き、口をぽかんと開けているブランシェットを、エドガーがのぞき込む。

「ブランシェ。おれは十五年間待った。もう無理に優しい兄を演じるのはやめよう。本当のおれは獣性が強く、精力も強い。ブランシェを見ているだけで耐えられなくなるんだ」

　エドガーがそう言うが、ブランシェの耳には一切入ってこない。

　鋭い爪が胸元に迫ってくるのを、呆けた様子で見ていた。

　ビリビリッと絹の裂ける音が部屋中に響いて、やっと我に返る。慌てて彼の動きを遮ろうとしたら、逃げられないほど強く抱きしめられた。

「この可愛い果実のような唇を、あんな吸血鬼野郎に許したのか？」

　エドガーの指の腹が、ブランシェットの下唇の上を辿る。長い爪が当たらないよう、ゆっくりと右から左へ、左に行きついたら今度は右へと移動した。

　そこから甘い痺れが湧き上がり、ブランシェットの身体が小刻みに震える。

「キス……のこと？　情交を教えてくれるとシリウス様が……」

　ブランシェットの答えに、エドガーはピクリと右の瞼をひくつかせた。

「唇だけじゃなく白くて滑らかな肌まで、奴に触らせたのか？」

　エドガーの指が、唇から顎、そして首筋に移動する。何かを探るように首筋にかかる髪を払いのけると、細い首を凝視する。

　くすぐったい感触に肌が総毛立ち、心臓の鼓動はますます激しく高鳴った。

「答えるんだ。奴にどこを触られた」

　ブランシェットの心を突き刺すような冷たい声に、ブルブルと身体が震える。

「あ、あそこ……」

「どこだって？」

「両足の……間……。子作りにはそこを使うって……。大人の女性なら……って……」

　正直に答えたというのにエドガーの目がよりいっそう光り、あからさまに機嫌の悪い顔になる。

「包み隠さず言うんだ。吸血鬼野郎に抱かれたのか!?」

　意味がわからず、返答に困って口ごもってしまう。でも何か答えないと、エドガーの機嫌が悪化しそうだ。

「情交を……教えてもらったわ。両足の間に……シリウス様の男を……」

「奴め……。ただ殺すだけじゃ飽き足らない。八つ裂きにして心臓に杭を突き刺してやる」

「待って。シリウス様は親切な……」

「騙されているんだ！　目を覚ませ。奴は街で女を襲うような奴だぞ！　おおかた、それが原因で街の住人から迫害され、森へ逃げ込んできたのだろうよ。あいつはそんな奴だ。女なら誰でもいいんだ」

　シリウスが見境なく女性を襲っていると聞き、ブランシェットの心が痛くなる。

　あのような熱烈な情交を、ほかの女性ともしているのか。「可愛いブランシェット」と何回も甘い声で囁いてくれたのに。

　黙り込むブランシェットに、精悍で整った……いや、今はそこに野性味も加わったエドガーがギラギラとした表情を向けてきた。

　時間にしてほんの数秒。沈黙が部屋を制するが、それはすぐに破られた。

「吸血鬼野郎を好きになったのか？　おれよりも好きなのか？」

　問われても答えが見つからない。

　ブランシェットは確かにシリウスに惹かれている。だがエドガーより好きかと問われたら悩んでしまう。

「何度も言うが、ブランシェは騙されているんだ。二度と会ってはいけないぞ。わかったな。もし次この城に入り込んできたら退治してやる」

　シリウスが、この城の地下で寝ているとは言えなかった。もしそれを知ったら、今すぐにでも殺しにいくかもしれない。

　恐々ながらも、目線をエドガーに向ける。獣のような目と鋭い歯牙がどうしても気になるが、ブランシェットは思い切って自分の心境を彼に告げた。

「でも……でも、エドガーお兄様だってブランシェットを騙していたわ。兄妹じゃないし、オオカミ男だって……教えてくれな……」

　エドガーの顔が近づき、ブランシェットの言葉を遮るように顔を重ねてくる。

「んっ……？」

　彼の唇がブランシェットの唇に押しつけられた。滑る舌が唇を割って入り込んでくると、苦しいくらい激しく絡められる。

　身体は逃げられないくらい強く抱きしめられているし、破けたナイトウェアから覗く肌がエドガーの逞しい胸襟と擦り合わさる。

　抵抗の言葉を漏らすこともできないくらい唇を貪られ、舌を舐られていた。

　ぬるついた厚ぼったい舌は、器用に口腔内をうごめく。何度も舌を絡ませ、歯列や歯茎を左右に舐め上げ、口蓋や頬の裏まで貪ってきた。

　時折下唇に、彼の飛び出した歯が当たる。

「んんっ……ぁっ……ふっ……ふぁ……っ……」

　舌を絡めるキスは、これで二度目だ。

　シリウスと違ってエドガーのキスは荒っぽい。口腔内すべてを舐めつくすような勢いで、長い舌が激しく動く。

　ヌチュヌチュと滑った音を立てて、ブランシェットの口内で彼の舌が暴れ回る。

　ずっと兄として見てきた相手に情熱を帯びたキスをされ、ブランシェットはどうしようもないほど動揺してしまう。

　ヌルヌルとした舌から逃れたいが、逃げる場所がどこにもない。

　ベッドに押しつけられ、エドガーの筋肉質な身体に拘束され、身動きひとつもできなかった。

　心臓が飛び跳ねそうなほど高鳴っている。呼吸が困難で、苦しくてたまらない。

　そんな間も、彼の舌は口腔で暴れ回っていた。

　空気を求めて唇をはずそうとするが、逃げられないよう後頭部を持たれてしまう。

　甘くねっとりとしたキスをするシリウスとは、何もかも違う。すべてを奪いつくそうとする、嵐にも似たキスだ。

「ふっ……ぁあっ……んんっ……」

　怒涛のような口づけにブランシェットの心がかき乱され、身体の奥からズクズクと妙な疼きが湧き上がってきた。

　そのむずがゆい衝動に耐えきれず、ブランシェットはエドガーの屈強な身体に腕を回す。

　その胸回りは本当に別の男みたいに厚い。

　エドガーがゆっくりと顔を離すと、やっと呼吸ができる状態になったブランシェットは、はぁはぁと何回も息を吸い上げた。

　息を整えていると、破けたナイトウェアの隙間から零れるふたつの膨らみを、エドガーの手のひらが掬い上げてきた。

「おれが育てた胸を、ほかの奴に触らせるとは許しがたいな。お仕置きだ」

「お、お仕置き!?　やっ……エドガーお兄様。どうして……」

「ブランシェはおれが食べるために、ここまで大きく育てたんだ。誰にも渡さない」

　エドガーの大きな手のひらが、柔らかな乳房をやわやわと揉み始める。

　時折指先で乳首をつねったり、擦り合わせたりされ、ブランシェットの腰がビクビクと揺れてしまう。

　爪を立てないよう気をつけているのだろうか、指の動きはもどかしく、焦れた痺れが胸の先端を襲う。

　敏感な部分を執拗に責められ、ブランシェットの背が弓なりに反る。小ぶりだが質量のある胸を突き出してしまうと、すぐさまエドガーはそこに歯を立てた。

「きゃあぁっ……」

　食べられる！　ブランシェットは恐怖と痛みで恐慌に陥った。

　力が抜けていくブランシェットの身体を、大事な宝物でも扱うようにしっかりと抱きかかえる。それでもエドガーは歯を立てたまま顔を離さなかった。

「ぁあっ……ぁ……い、痛……いぃ……」

　チリチリとした痛みに微かな喘ぎを漏らすと、今度は噛んだところをぺろりと舐め上げる。

「ひっ……」

　反対側の胸の先端を、彼の指によって摘ままれコリコリと擦り合わされた。

　エドガーの舌が乳首に移動し、唇で優しく食んできた。

　上下の唇でキュッと挟まれたり横にスリスリと擦り合わされたり、そんないやらしい動きをされ、ブランシェットの下腹の奥が淫らに疼いてくる。

　こみ上げる快感を必死で抑え込もうとするが、どうしても耐えられない。エドガーの舌と指であられもなく快楽を感じてしまう。

　胸を揉みしだいていた手が、ナイトウェアの裾をめくって下肢に入り込んできた。

　すぐさまショーツをずらし、薄い茂みに隠されていた割れ目をそっとなぞる。

「ぁあっ……エドガーお兄様っ……そこはっ……」

　散々シリウスの男によって嬲られた場所を、エドガーの指が這いまわる。

　すでにエドガーの舌と指で敏感な乳首を弄られていたせいで、ブランシェットの秘裂は蜜で湿り、ショーツの中はぐっしょりと濡れていた。

「濡れているじゃないか。知らなかったな。ブランシェは噛まれると感じるのか？」

　屈辱的なことを尋ねられ、もう泣き出しそうになる。いや、もう涙はすでに幾筋も流れ、頬をしっとりと濡らしていた。

「そんなことっ……ぁあっ……んっんんっ……！」

　恥ずかしさのあまり、エドガーの腕の中から逃げ出したくなる。

　しかし彼の腕にしっかりと抱きしめられ、身動きひとつとれない。

　実の兄だと思っていた。愛されていると信じて疑わなかったのに。

　それらがすべて、食べるためだったなんて。

　エドガーの指は濡れた媚肉をゆるゆると擦り始め、左右に押し広げると花びらごと押してくる。

「いっ……！」

　エドガーの長い爪が、媚肉を引っかく。鋭い痛みにブランシェットが身体をこわ張らせると、ショーツの中から指を引き抜いた。

　その隙に慌ててナイトウェアの裾を下ろそうとしたが、その前にエドガーがブランシェットの足首を掴むと、左右に大きく割り広げた。

「やっ……やだっ……いやぁ……！」

　慌てて彼の身体を押しのけようと手を伸ばす。

　だが当然のように手首を掴まれ阻まれた。まろやかな白い尻が見えるまで、足を深く折り曲げられる。

　不浄な場所も、柔らかな繊毛に隠された秘所も、そして媚肉の奥に秘された花芯までエドガーの視界に晒されてしまった。

「やっ……もう……」

「吸血鬼野郎には見せたのに、おれは嫌なのか」

「だって……」

　顔を近づけたエドガーが、検分するように肉襞をじっと見つめている。

　ヒクヒクと物欲しそうに媚肉が震え、そこにエドガーの熱い吐息がかかったらもう駄目だった。じわりと蜜壺から蜜液が溢れ出てくるのを感じてしまう。

　先ほどエドガーに引っかかれた部位に蜜が染みる。そんなささいなことですら感じてしまい、腰がビクビクと震えた。

　すると小さな傷口をいたわるように、エドガーが長い舌でそこを舐め始めた。

「……ひっ……ぁあっ……」

　一瞬何をされているのかわからなかった。数秒してからエドガーがブランシェットの濡れた媚肉を舐めていることに気づく。

　無防備に下肢をさらけ出している態勢で抵抗しても、煽情的に尻を揺らすだけだ。

「だ……めぇっ……そんな……やぁっ……うそ……」

　エドガーの厚みある舌は、ふるふると震えている媚肉や花びら、そして内側に隠れている花芯を巧みに舌で転がす。

　時折じゅるりと唇で吸い上げられ、ブランシェットの腰から痺れが全身に走った。

「あぁっ……ぁあっ……もう……」

　エドガーの舌が気持ちいい。膝を舐められたときもそうだった。彼の舌の動きは絶妙で、くすぐったいような、いいところに当たるようなとてつもない快感を生み出す。

　生温かい舌がヌルヌルと上下に動くたび、充血した媚肉が熱を宿す。ぷっくりと大きくなった肉芽がジンジンと激しい疼きを訴えてきた。

　エドガーはそこも舌で愛してくれた。淫靡な口淫でブランシェットの意識が遠のきそうになる。

　彼の濡れた舌が小刻みに上下し、ヌルヌルと媚肉を舐める。

「ひゃぁ……あぁ……んんっ……」

　甘く掠れた声を無意識に上げる。それが自分の鼓膜に届くが、まるで他人の声だと思えたほどだ。

　エドガーが唇で花唇をじゅるりと吸い上げる。それから、ちろちろと舌を細やかに動かし、溢れ出る愛蜜を舐め上げた。

「気持ちいいだろう。おれの舌には治癒能力がある。爪で傷つけたところを丹念に舐めてやるから、素直に感じてくれ」

　そう言われ、ブランシェットの心臓が飛び跳ねそうなほど高鳴る。

　エドガーの舌に治癒能力がある？　その言葉を裏づけるように、チクチクとした痛みは消えゆくが、代わりに別の羞恥が湧き上がってきた。

　不浄の場所を丹念に舐めるなんて、どうかしている。そう言いたいのに。

　やはりエドガーの舌には、不思議な能力があるのだと妙に納得してしまった。

　彼の熱い息が敏感な部分を掠め、感じやすい花芯を執拗に舐めしゃぶると気持ちが興奮してしまう。

「エドガーお兄……様、そ、そこは……傷のついたところでは……」

　彼はブランシェットの問いを無視して、秘所の隅々にまで舌を這わす。

「可愛くていやらしいな。おれの愛撫でこんなにもたっぷりと蜜を生み出して」

　感嘆したように呟くと、再び陰部を舐めまくる。

　彼は舌先で薄い包皮を剥き、小さく震えている肉芽を押しつぶすように転がした。するとこみ上げる淫靡な快感に耐えきれず、甘い喘ぎを漏らしてしまう。

「んんっ……ぁあっ……っ……！　やぁ……エドガー……お兄様……ぁ……」

　ブランシェットの女としての本能が、もっと決定的な刺激を求めていた。

　エドガーの舌で媚肉を舐められるのはとても気持ちがいい。身体の奥底で、淫らな欲求が燻ぶる炎のように揺らいでいる。

　彼の愛撫を貪欲に求め、ブランシェットは自ら腰を振った。そんな姿がなまめかしく、エドガーはもっと肉粒に愛撫を施す。

「ぁあっ……ひゃっ……はぁっ……やんっ、やぁんっ……」

　陰部を舌で愛されるという初めての快楽に、ブランシェットは口端から涎を流し、腰を揺らして身悶える。

「もう駄目、許してっ……エドガーお兄様ぁっ…」

　食べてしまうというのなら、もう食べてほしい。愛するエドガーの血肉になるならそれもいいだろう。

　だけどこんな生殺しの状態は辛い。

「もう、もうブランシェットを食べてっ……！　エドガーお兄様の……食事になるからっ……。お願いっ……」

　エドガーは陰部から顔を上げると、口角を上げてにやりと笑った。

「おれのものになるのか？」

「なるっ……なるっ……。ブランシェットを食べてっ……」

　エドガーが上半身を起こし膝立ちになると、ガチャガチャとベルトのバックルをはずした。

　てっきり頭からバリバリと食べられると思っていたのに。

　エドガーが、ずらしたスラックスから、長くて太い塊を取り出す。それはシリウスが男の象徴と口にしていたものと同じ形態をしていた。

「エドガーお兄様の……男……？」

「そうだ」

　エドガーは肉棒の先を、愛蜜に濡れそぼった淫唇に向かってグリグリと押しつける。

「ぁあっ……！」

　シリウスの男によって与えられた、身体をふたつに引き裂かれそうなほどの痛みを思い出す。

「やっ……怖いっ……痛いのやだ……」

　食べるのではなかったのかと、疑問の目でエドガーを見上げる。だが彼は躊躇なく、硬く膨張した剛直を膣口にぴったりとあてた。

「ぁあっ……やめてっ……エドガーお兄様っ……！」

「死にそうになっていたブランシェを助けたのはおれだ。飯を食わせ、風呂に入れ、添い寝をして慈しんできたのも。読み書きだってそうだ。おれが全部教えた」

　エドガーは吠えると、両手でしっかりとブランシェットの細い腰を掴んだ。腰をぐいぐいと前後に振り、硬く滾った棒をブランシェットの膣内に挿入していく。

「あっ……ぁあっ……！」

　ブランシェットの狭い膣壁を、エドガーの熱棒が押し拡げていく。

　腰をズシンッと押し込まれ、喉笛を晒して身を捩る。身体をこわ張らせて痛みに耐えるブランシェットに、エドガーが切実な声を出す。

「それなのに……美しく成長したブランシェの淫らな身体を味わう権利を、どうしてあんな吸血鬼野郎に奪われなきゃいけない。すべておれのものだ」

「ぁあっ……！」

　硬く勃ち上がった雄が、膣内の襞を強引に拡げていく。メリメリとした痛みに、ストロベリーブロンドの髪を振り乱して、背を仰け反らした。

「ひっ……ぁああっ……」

　エドガーが腰を引いたり押したりを繰り返すと、太く長く熱い肉棒が徐々に膣奥へと押し込まれる。

　ヌチュグチュと蜜が泡立つ淫猥な音が、ふたりの接合部から漏れた。

「あっ……エ、エドガー……お兄様……ぬ、抜い……んっんっ……」

「駄目だ。ブランシェはおれのものだ。穢されたところを、全部おれの色に染めかえる」

　そう言うと腰をぐいと上へ突き上げるように動き、グリグリと男根の先端で膣壁を押してきた。

　膀胱あたりを刺激され尿意を感じ、下腹の奥から脈打つ妙な快感に肌が総毛立つ。

「……やっ……ぁ……っ……」

　ヒクヒクと手足を引き攣らせるブランシェットを眼下にして、エドガーは感じていると思ったのか、いいところに亀頭を当てようと腰を押し回した。

　すると肉筒のいたるところを彼の硬い先端が突き、ガクガクと全身が揺らいでしまう。

「ああっ……そ、そこはっ……ぁあっ……」

「ここが好きなのか？」

「ち、違……ぁあっ……」

　エドガーは勢いよく腰を引くと、雁首を挿入口ギリギリまで引いてから腰を回した。

　それから勢いよく隘路へと挿し込み、そのタイミングで膣壁をゴリゴリと押す。

「ブランシェの好きなことは、なんでもやってやる」

　エドガーがブランシェットの身体を強く抱きしめると、耳元で切なげにそう囁いた。

　それから腰を激しく抽送し始める。激しく揺らされ、絶え間なく与えられる律動に、ブランシェットの身体がどんどん蕩けてしまう。

「おれの……ブランシェ……ブランシェ……可愛い……愛しい……」

　掠れた低い声がブランシェットの鼓膜を震わすと、彼の猛々しい肉棒を包み込むように、いやらしく肉襞が凝縮してしまう。するとますます彼の剛直を取り込む。

　引き抜かれるとき一番襞が震えるようで、無意識に下腹に力を込めてキュッと締めつけた。

「ブランシェ……もっとおれを、欲してくれ……」

　そう言うと、もっと激しく腰を振りたくる。

「ぁあっ……ぁっ……あっぁあ――」

「おれに抱きつくんだ」

　エドガーの命じるとおり、背を浮かせて太い首にしがみつく。彼は腰を振りたくりながらも、ブランシェットの華奢な身体をしっかりと抱きしめた。

　兄だと思っていた男に激しく突かれ、どうしようもないくらいに感じてしまっている。

　エドガーがズチュズチュという濡れた音を立て、最高潮に腰を激しく前後させた。

「……あっ…ん…ぁあっ……っうっ――！」

　感極まったブランシェットが全身をガクガクと震わせ、背を弓なりに逸らしたそのとき。

　膣の最奥に生温かいものが放出された。

「くっ……」

　エドガーの低い声と呼応するように、ブランシェットも喘ぎを漏らす。

「ぁ……ぁあ……」

　絶頂の余韻で愉悦に身を震わせていると、ブランシェットの涙に濡れる目じりに何回も口づけてくる。

　そのままがくりとベッドに背から倒れ込むと、エドガーもブランシェットの身体の上にのしかかってきた。
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　重さを感じないのは、彼が膝で身体を支えているからだろう。上半身だけをぴったりと寄せ合い、高鳴る鼓動が治まるまで、ずっと抱き合っていた。

「ブランシェ……おれのブランシェ……。愛している。誰にも……渡したくない」

　エドガーは何回もそう小声で呟いた。

　食べるなどと残忍なことを口にしたエドガーは、打って変わって優しく甘い言葉を紡ぐ。

　その言葉を受け、暴力的に抱かれたことを咎める気持ちになれなかった。

　それどころか、反対にエドガーを愛おしいと思える感情がこみ上げてくる。

「エドガー……お兄様」

　兄ではなく、ひとりの男性としてエドガーを思う。

　彼に対する新しい情が、ブランシェットの胸襟に渦巻いた。
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　エドガーが腰を引き、ブランシェットの膣から男を抜いた。プシュリと蜜が噴き出す淫らな音がして、身体がぶるりと震える。

「……ぁん……」

　彼が抜けていくと、途端にブランシェットの女の部分に空洞ができてしまったかのような寂しさを受ける。

　ビクビクと身体を震わせていると、扉をノックする音が響いた。エドガーの瞼がピクリと痙攣し、鋭い視線を投げかける。

「誰だ」

「私だよ。騒々しいから何事かと思ってね」

　扉越しにシリウスの声がして、ブランシェットは驚愕のあまり、エドガーと扉を交互に見る。

　エドガーは上半身を起こすと、扉に向かって忌々しいといった調子でこう返した。

「わざとらしいな。さっきからそこにいただろう。気配を感じたぞ」

「さすがだね。わが友エドガー。入ってもいいかい？」

「勝手にしろ」

　扉の開く音がして、ブランシェットは慌てて顔を隠す。だがエドガーの手が顎にかかり、無理やり顔を上げさせられた。

　潤む目、紅潮した頬。口端から涎を流し、裸でエドガーと抱き合っている姿をシリウスに見られてしまう。

　シリウスは情交の現場を目の当たりにして、眉を少し顰めた。扉を暴力的に叩きつけると、大股でベッドのそばにまで近づいてくる。

「エドガー。君と再会を祝いたいところだが、先に言いたいことがある。嫌がる女性を無理やり犯すなど、紳士のすることではないよ。ああ、君はオオカミだったか」

　エドガーはシリウスの当てこすりを、視線だけで払いのけた。

　ブランシェットの華奢な身体を抱きしめると、シリウスに向かって威嚇する。

「吸血鬼野郎め。よくも大事なブランシェの処女を奪ったな。古い友人でも許さないぞ」

　シリウスは両手を広げ、ひょいと肩を竦めた。

「すまなかったね。私は猛烈に飢えていたのだよ。街は貧民ばかりで商売女のひとりもいないし、どうしても食事をとりたかった。親切な女性が提供してくれようとしたが、父親に見つかってね。肩を刃物で刺された次第さ」

「ふん。吸血鬼のくせに血を好まないとはな」

　どうやらシリウスが吸血鬼というのは事実らしい。エドガーの腕の中、ブランシェットは衝撃で目を見開く。

「ふふ……。驚いたかい？　ブランシェット。私はヴァンパイア一族だが公爵の称号も持っていてね。もう長いこと人間たちに混じって暮らしている」

　にわかには信じがたい話に息を呑む。シリウスはそんなブランシェットに向かって言葉を続けた。

「私が好むのは女性の体液。唾液や愛蜜だよ。それが主食だ。ブランシェットが私にそれを施してくれたおかげで、なんとか生き返った。ありがとう。礼を言うよ、可愛いブランシェット」

　冗談のような口調ではなく、本気だからブランシェットもどうしていいのかわからなくなる。

「気安く話しかけるな」

　エドガーがよりいっそうの強い力で、ブランシェットを抱きしめる。

　シリウスは喧嘩腰のエドガーに対し、冷ややかな眼差しで見据えた。

「残念だがブランシェットにとって、君は単なる兄という立ち位置だよ。彼女は私に男を教えてほしいと言ったんだ。君にじゃない」

　シリウスはギリギリと睨みつけるエドガーに、余裕の笑みでそう答えた。当然エドガーは気分がよくない。

　ブランシェットの背後から手を回すと、柔らかい胸を揉みしだく。

「やっ……エドガーお兄様……っ……。何を……」

「ブランシェットはおれが拾ったんだ。今後は勝手に触れないでもらおう」

　そう言い、ブランシェットの耳朶にちゅっと口づける。それだけで胸がきゅんと苦しくなり、シリウスの前だというのにまたしても乱れそうになる。

「何を言っているんだ。君は食べようとしたんだろ？」

「ああ。最初は食べるつもりだった。ブランシェを森の外れで見つけたとき、ガリガリにやせ細って身体中折檻のあとだらけだった。おそらく口減らしのために捨てられたのだろう。だったらおれが育てて食えばいい。そう思って拾った」

「ほう？」

　ブランシェットの耳元で、エドガーが熱を帯びた口調で心情を話す。

「だがブランシェは、おれを本当の兄だと信じ、心から慕ってくれた。おれはそんなブランシェが徐々に可愛くなって……」

「別の意味で食う気になったということか。それで森の奥深くの古城で、ふたり暮らしているんだね。人狼族の復興はどうした？　王子とはいえ人間の女の子を孕ませたとなると追放されるぞ」

「かまわない。おれはブランシェにすべてを捧げる。一族には謝るしかない」

　悲壮さを含むエドガーの説明に、ブランシェットも胸が苦しくなる。

「エドガーお兄様……」

　シリウスが腕を組み面白そうな表情で、ベッドの中のエドガーとブランシェットを見下ろす。

「森に妖魔や悪霊がいるという噂も君が流したのだろう？」

　問われたエドガーがにやりと笑った。尖った歯が突き出て、怖さがさらに増す。

「ああ。そうだ。時折迷い込んだ人間を脅せば、勝手に噂は広がっていく」

　エドガーがブランシェットの身体を囲い込むように抱きしめ、シリウスに見せつけるように首筋に唇を這わせてきた。

　濡れた舌でうなじを舐め上げられ、ゾクゾクと背筋に電流が走る。

　エドガーに首筋を舐られ胸を揉まれていると、再び身体に官能の灯が宿ってきた。

　シリウスの前だというのに淫乱な気持ちになってしまう自分が怖い。

「そこまで本気の君には悪いが、私もブランシェットを愛してしまった」

　シリウスが宣戦布告ともとれる言葉を、エドガーに向かって放つ。

「何だと？」

「ブランシェットは心優しい娘だ。多少無知ではあるが、それはエドガーの育て方のせいだろう。言い方を変えれば純真無垢。一生涯かけてもこんな奇跡のような娘と出会うことなどない。私は彼女を心から愛している」

「おれもだ！　十五年もずっと慈しみ可愛がってきたんだ！　おまえなどに奪われるものか！」

　ふたりの苛立った口論に、ブランシェットはどうなるのかと不安になる。

　わかっているのは、エドガーとシリウスがブランシェットを巡って言い争っているということだけ。

　大好きなエドガーとシリウスが目の前で罵倒し合うなんて耐えられない。

「喧嘩しないで……。悲しくなる……」

　小さな声でそう吐露すると、ブランシェットの臀部にあたるエドガーの肉棒が、ぐぐっと硬度と質量を増した。

　シリウスは困ったような表情で、銀糸のような髪をかき上げた。

　数秒、沈黙が部屋を制する。だがすぐに、ふたりは思いついたように同じことを口にした。

「いい考えがある。ブランシェットに、どちらかを選んでもらおう」










「ねえ、ブランシェット。私に抱かれたときのほうが気持ちよかっただろう？　だって蕩けるような目で感じていたからね」

「ブランシェは、おまえの手抜きみたいな情交では物足りないはずだ。おれがもっと激しく抱いてやる」

「エドガー。君が体力勝負というのなら、私はテクニックで勝負させてもらうよ。すぐにブランシェットを天国に連れて行ってあげる」

「ふざけるな。好きな相手に抱かれるほうが気持ちいいに決まっている。ブランシェが愛しているのは、このおれだ」

「兄としてかもしれないよ？」

「そんなわけがあるか」

「ぁっ……んんっ……やぁ……っ！」

　シリウスの憎まれ口に反論するかのごとく、エドガーが激しく腰を穿つ。そのたびブランシェットは白い胸を揺らし、愉悦の嬌声を上げた。

　前をシリウス、後ろにエドガーが陣取り、ブランシェットを挟んで淫らな行為についてどちらが上かを議論している。

　恥ずかしくて涙が零れそうになるが、そんな暇も与えてくれなかった。

　ブランシェットはベッドの上で膝立ちの姿勢になり、後ろから腕をエドガーに掴まれ激しく肉棒に貫かれていた。

　前からはシリウスの手によって、胸や唇を細やかに愛撫されている。

　グチュグチュと結合している膣から水音が響き、同時に唇もシリウスの唇で塞がれる。

　シリウスは舌を絡めている間にも、右の指で乳首をコリコリと擦り立てた。さらには反対の手で、割れ目の奥も弄っている。

「ふっ……んんっ……ふぁっ……ぁあっ……ん……」

　膣をエドガーの男根に貫かれながら、同時に感じやすい媚肉や花びらを指でヌルヌルとなぞられ、我慢しきれず自ら腰を揺らしてしまう。

「ぁあっ……ぁっ……やあぁっ……んんっ……！」

　耐えがたいほどの愉悦から逃れたくて、懸命に身体を捩じったり縮ませたりする。

「ブランシェ。逃げるな。おれとシリウスのどちらがいいか判断するんだ。夫としてふさわしいほうを選んでくれ」

　エドガーが腰を振りたくりながら、そう命じてくる。

「そ、そんなっ……ぁあんっ……やっ、ぁあっ……」

　パンッパンッと激しい音を立てて、エドガーの股間とブランシェットの尻が当たる。

　シリウスはというと、唇でブランシェットの上の口をまさぐり、指で下の口をグチュグチュといじる。

　同時にいやらしいことをされて、どちらがどちらかわからなくなる。

「ブランシェットは……エドガーお兄様も……シリウス様も……」

　両方好きという言葉を遮り、ふたりの動きが速まってくる。

「駄目だ、ブランシェ」

「駄目だよ。ブランシェット」

　エドガーがブランシェットの腰を固定すると、肉棒を膣奥深く打ちつけた。

　シリウスの唇と指によって同時に弱い部分も責められ、ブランシェットはめくるめく快感の波に押し流されそうになる。

「あっ……ぁあっ……もう、もう駄目ぇっ……！」

「エドガー。いつまでブランシェットを苛むつもりだ。そろそろ私と交代してもらおう。そうでないとフェアではない」

「おれが達するまで待てないのか」

「君の荒々しい腰使いに、ブランシェットが先に気を失いそうだ」

「……仕方がないな」

　エドガーは忌々しそうに舌打ちすると、ブランシェットの膣から自分自身をズルリと抜き出した。

「ふぁぁっ……」

　ブランシェットが全身を震わせている間に、シリウスとエドガーが位置を変える。

　今度はシリウスが、すでにしとどに濡れそぼった秘裂に、昂った肉棒をあてがった。

　すでに散々嬲られたあとの蜜壺は、なんの抵抗もなくシリウスの怒張した男根を受け入れる。

「はぁっ……！　んっ……ぁあっ……も、もう……いやぁ……」

「大丈夫。私はエドガーと違う。壊れ物のように優しく扱うからね」

　そういうと、ゆるゆると腰を前後し始めた。

　立て続けに膣襞を擦られ、ブランシェットはこれ以上無理だと訴えたかった。

　優しく扱うと口にしたはずのシリウスも、すぐさま激しく腰を打ちつけてくるので、もう言葉のかけらも出なくなる。

「さあ、ブランシェット。私の男を堪能してくれ。そして伴侶として選んでくれ」

　激しい肉棒の抽送に、ブランシェットは四つん這いの姿勢で前に倒れ込む。シーツを握りしめ、追い詰めてくるような律動にひたすら耐えた。

「ぁんっ……は、激しいっ……あっあぁっ……ひゃっ……ぁあ……！」

　苦しげに目を細め、喘ぎ声だけを漏らすブランシェットの目の前に、エドガーの赤黒く隆々とした肉棒が現れる。

「ひっ……ぃっ……！」

　とてつもなく迫力のあるしろもので、根本あたりまで白く濁った粘り気のある液体に包まれている。

　ツンとした匂いが鼻について、それがブランシェット自身の愛蜜だと気がついた。

　そのまま隆起した肉棒の先端を、唇に押しつけられる。

「慰めてくれ、ブランシェ。途中でほったらかしにされるのは辛い」

「えっ……」

　慰めるの意味がわからず、シリウスに揺らされたまま目線だけをエドガーに向けた。

　その間にも、亀頭の先端がブランシェットの上唇をなぞる。

「口を大きく開いて吸ってほしい」

　こんな大きなものを口に含めるだろうか。躊躇は、エドガーの情欲に支配された低い声によって押しのけられる。

「さあ。ブランシェ。途中で交代させられたおれが、かわいそうだろ？　その可愛い口で愛してくれ」

　熱を帯びた声で訴えられ、ゆっくりと唇を開く。彼の肉棒の先端を唇で挟み込むと、鈴口から染み出す透明の液が口腔内に広がった。

「んくっ……んんっ……ふぅん……んんっ……」

　シリウスは変わらず背後で、ブランシェットの肉筒に膨張しきった熱棒を抜き挿しさせている。

　エドガーの脈打つ肉棒はブランシェットの口腔を塞ぎ、シリウスに身体を前後に揺らされる律動に合わせ、唇でジュブジュブと扱いてしまう形になった。

「ふっ……んんっ……ぁん……んくっ……んくぅっ……」

　ブランシェットはストロベリーブロンドの髪を乱し、双方の口でふたりの男の雄を悦ばすことになる。

　エドガーとシリウスは、ブランシェットを滅茶苦茶にしないよう配慮し、タイミングを合わせてしなやかな身体を前後に揺らした。

「いいっ……ブランシェット……。蕩けるような蜜壺だ……イく……」

　シリウスの艶を帯びた甘い声が背に落ちる。

「くっ……ブランシェの口が……熱くて湿っていて……いいっ……」

　エドガーの低く荒々しい声が頭上に響いた。

「……んぅっ……うっ……んっ、んん――」

　ブランシェットの膣奥と口腔同時に、熱い飛沫が放出される。

「んんっ――！　うぅんっ……！」

　苦しげに喘ぐと、ふたつの肉棒が同時に身体から引き抜かれた。

「んくぅっ……ぅんっ……はぁ……」

　解放されたブランシェットは、そのままうつ伏せでベッドに倒れ込むと、はぁはぁと荒い息を吐いた。

　もう何も考えられない。くたくたで力が入らないし全身が筋肉痛だ。

　声だって掠れてしまって、もう一言も発せられない。

　どうしてふたりがかりで抱かれたのか、何を競い合っていたのかすら理解できなくなってしまう。

　朦朧とする意識の中、エドガーとシリウスの声が微かに聞こえた。

「おれを選ぶまで毎日でも抱くぞ。この古城から一歩たりとも外に出すもんか。おれはブランシェを一生大事にする。だからおれの花嫁になれ」

「可愛いブランシェット。どうか私をあなたの夫に選んでください。一生幸せにします。私という鳥籠の中で優雅に寛いでください」

　エドガーとシリウスなりの愛を唱えるが、どちらを選んでも結局は拘束されるような気がする。

　そんな、とりとめのないことを考えていたら、徐々に意識が遠のいていった。

「どっちを選ぶんだ、ブランシェ」

「ブランシェット。眠いのかい？」

　どっちでもいい。目が覚めたら考えよう。

　でも……。

　ふたりとも好きだから、結局選べないような気がする。

　ブランシェットは眠りに落ちながら、そう実感した。
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「エドガーお兄様。昨日湖の近くでコケモモの実を見つけたの。摘んでジャムやソースにしたいわ。肉料理に合うと思うの」

　ブランシェットが赤いマントを羽織り籐のバスケットを手に持つと、エドガーもクローゼットからコートを取り出した。

「一緒に行こう。湖に行くならついでにセリも採取したいところだ」

「えー。ブランシェットは、セリ嫌い」

　甘えた口調でそう言うと、エドガーが優しくブランシェットの頭を撫でてくる。

「セリは栄養価が高く風邪予防にいいよ。少しでもいいから食べるんだ」

　エドガーがそうたしなめると、ブランシェットは唇を尖らし頬を膨らませた。

「苦いから苦手」

「おれが美味しく食べられるよう、レシピを考えてやるよ」

　エドガーが苦笑を浮かべ、ブランシェットの額にちゅっと音を立てて唇をつけた。

　そんなふうに優しくされたら、すぐに機嫌を直してしまう。

「うん。エドガーお兄様のお料理、とても美味しいもの。楽しみにしているね」

　ふたり並んで廊下を歩いていたら、階段からシリウスが姿を現した。

　艶やかな銀髪をかきあげ、気だるそうに壁にもたれかかる。シルクの高級そうなガウンを羽織り、シリウスは眠たげに欠伸をした。

「散歩かい？」

　エドガーは辛辣な口調で、シルウスに苦言を呈す。

「居候め。少しは何か役に立つことをしたらどうだ。日中は寝てばかりで使えないな」

　シリウスが肩を竦め、心外だという表情をする。

「私は太陽が苦手なんだ。その代わりといってはなんだが、夜はしっかり働いているだろう？　不本意だが家賃くらいは払っているつもりだよ」

「ぐうたらな吸血鬼の公爵様に、一体どれほどの労働ができるというんだ。せいぜい風呂掃除と地下のワインセラーの整理くらいじゃないか」

　エドガーの毒舌に対し、シリウスが飄々とした態度で応戦する。

「君は人狼族の王子とは思えないほど働き者だね。感心するよ」

　ふんと鼻を鳴らし、エドガーはシリウスを訝しげに見返す。

　エドガーが冷たい態度をとる相手は、昔馴染みで美貌の吸血鬼だ。

　吸血鬼なのに血液を一切好まないらしく、主食は別のもの、女性の愛蜜や唾液という変わり者。

　ふたりの殺伐としたやり取りに、ブランシェットはくすりと笑う。

「何を笑っているんだ？　ブランシェ」

「可愛いブランシェット。どうしたんだい？」

　ふたりの男が、ブランシェットを注視する。
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　結局ブランシェットは、どちらかひとりを選ぶことができなかった。エドガーとシリウスの双方を愛してしまったからだ。

　それを正直に伝えたら、ふたりは長期戦に切り替えると口にした。

　ブランシェットがどちらかを選ぶまで、森深くの古城で三人一緒に暮らすという結論に至ったのである。

「なんでもないわ。ケンカするほど仲がいいって感じ」

　ふたりは、ふいと顔を背け口論をピタリとやめた。

　シリウスが、ブランシェットのマントの一番上のボタンを留めてくれる。

「相変わらず、すごい趣味のドレスだね。エドガーの見立てかい？」

　シリウスがブランシェットを頭からつま先まで眺めると、しみじみとした口調でそう口にした。

　ブランシェットは、フリルがたっぷりついた赤いチェック柄のドレスに、赤のフード付きマント。そしていつものニーハイソックスに黒の編み上げブーツといった服装をしている。

　いつもと変わらないと思うが、何がすごい趣味だというのだろう。

「悪いか。ブランシェは可愛すぎるから、こんな服が似合うんだ」

「まるでお人形のようだね」

「うるさい。おれの趣味にケチをつけるな。悔しかったらおまえも、ブランシェに何か買ってやれ」

「いいね。それ。セクシーなドレスでもプレゼントしよう」

「ブランシェに似合わないものは却下」

　エドガーとシリウスのやり取りを聞いていると、仲がいいのか悪いのかわからなくなる。

　シリウスがブランシェットの髪をひとつまみすると、そっと唇をつけた。

　ふわりとローズの香りがして、彼の優雅な仕草にうっとりと見とれてしまう。

「いってらっしゃい。私はもうひと眠りするよ」

「ごくつぶしが」

　シリウスは、エドガーの当てこすりなど、どこ吹く風で地下への階段を下りて行った。

「エドガーお兄様。行きましょう。夜遅くになる前に戻りたいもの」

「そうだな。満月も近いし」

　間もなく満月の夜を迎える。エドガーの獣性が強くなり、性欲も異常なほど高まる時期がくる。

　正体を知られてしまった以上隠す必要はないと、必要なときだけ買い出しに行くことにし、満月の夜でも一緒に過ごしてくれた。

　いつもは優しい兄が、そのときばかりは荒々しく、そして情熱的にブランシェットを抱く。

　それを想像し期待するだけで、両足の奥が疼いた。

「どうした。ブランシェ。奴に欲情したんじゃないだろうな」

　鼻のいいエドガーは、ブランシェットの発情をすぐに嗅ぎ分ける。

　だが今淫猥な気持ちになった要因はシリウスではない。当の本人に悟られまいと、懸命に取り繕う。

「ち、違うもんっ！　エドガーお兄様のバカッ！」

　ブランシェットはバスケットを持つと、玄関のドアを勢いよく開けてひとり森へと突き進もうとした。

「待て、ブランシェ」

　優しい兄エドガーが、ひとりで行かせまいとブランシェットの手を握る。

「ひとりで森へ行くのは危険だ。人間に見つかると襲われる。おれがちゃんと守ってやるからそばにいろ」

　街は貧困で荒んでおり、女性がひとりで歩けるような場所ではないらしい。ブランシェットみたいな高級な服を着た女の子は、掴まって襲われるか人買いに売られるかしかないそうだ。

　人間のほうが、妖魔や悪霊より怖いと思える。

「わかった。エドガーお兄様と一緒に行く」

　ブランシェットはエドガーと手を繋いだまま、美しい森の小道を散歩した。






　ブランシェットは、優しい兄である人狼のエドガー、美貌の吸血鬼シリウスの三人と、森の奥深くの古城で暮らしている。

　両親の顔は知らないし、危険だから街へ行くこともない。

　それでもブランシェットは寂しくなかった。

　エドガーとシリウスが、ブランシェットに過剰ともいえる愛情を溢れるほどに注いでくれるから。






　そして三人は、いつまでも古城で幸せに暮らしました――。
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